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序
　古来より文化交流の窓口の役割を果たしてきた福岡市域には、大陸や朝鮮半
島との交流を示す多くの文化財が各所に残されており、発掘調査によって数多
くの文物が次々と発見されています。これらを守り伝え、先人の遺産として活
用していくことは現代に生きる私たちの責務ですが、これらの大半が市街地の
再開発にともなって発見されることから、その保護は困難な状況にあります。
　福岡市教育委員会では、埋蔵文化財を保護するとともに、開発によって破壊
される場合には事前に発掘調査を実施し、記録の保存に努めています。本書は
市道御供所井尻線建設に伴って実施した五十川遺跡第１３次・第１４次調査の成果
について報告するものです。発掘調査では、弥生時代から中世にわたる各時代
の遺構を確認し、これまで知られていた五十川遺跡の内容を大きく書き変える
知見を得ることができました。
　この報告書が市民の皆様の文化財保護への理解を深める手助けとなり、また
学術研究や社会教育の分野においても幅広く活用されれば幸いと考えます。
　最後になりましたが、調査に際してご協力頂きました地元作業員の方々をは
じめ、道路下水道局をはじめとする関係者の皆様に心よりお礼申し上げます。

平成２１年３月３１日
福岡市教育委員会　　　　　
教育長　山　田　裕　嗣



例　　言

１．本書は平成１６〜１７（２００４〜２００５）年度に福岡市教育委員会が行った、福岡市南区五十川二丁目地
内所在の五十川遺跡第１３・１４次発掘調査の報告書である。

２．発掘調査及び整理報告書作成は、市道御供所井尻線新設に伴う土木局（現在は道路下水道局）の
令達事業として実施した。本報告書は同事業に係る調査報告書の第６分冊である。

３．発掘調査及び整理報告書作成は福岡市教育委員会の吉武学が担当した。発掘調査は道路用地買収
後に家屋が解体され調査可能となった部分から順次行い、調査区は第１３次調査をＨ区、第１４次調査
をＩ区と呼称した。

４．検出遺構には、調査区ごとに４桁の連番号を付した（Ｈ区；８００１〜、Ｉ区；９００１〜）。
５．遺構番号の頭には、遺構の性格を示す記号としてSB（掘立柱建物）・SD（溝状遺構）・SE（井
戸）・SK（貯蔵穴・土坑）・SX（性格不明遺構）・SP（柱穴・ピット）を付した。

６．本書に使用した遺構実測図の作製は、調査担当者のほか、坂口剛毅（技能員）が行った。
７．本書に使用した遺物実測図の作製は、調査担当者のほか、田中克子（技能員）が行った。
８．本書に使用した図の製図は田中が行った。
９．本書に使用した写真の撮影は吉武が行った。
１０．本書に使用した方位は全て磁北である。
１１．本書の執筆・編集は吉武が行った。
１２．本報告書に関する記録と遺物類は、整理後、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵し、ここで管理す
る。 
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第一章　はじめに

１．調査に至る経過
　福岡市では文化財保護法の趣旨に基づき、埋蔵文化財の適切な保存をはかるため、公共・民間の各
種開発事業に対する事前審査を行い、開発によって埋蔵文化財が損なわれる場合には記録保存のため
の緊急発掘調査を実施している。平成１３年８月１日、福岡市土木局道路建設部南部建設課より福岡市
教育委員会文化財部埋蔵文化財課あてに、福岡市南区五十川２丁目の「都市計画道路御供所井尻線道
路整備事業」地内における埋蔵文化財の有無についての事前審査依頼があった。申請地は福岡市文化
財分布地図では五十川遺跡に含まれており、かつ周辺部では過去に数度の発掘調査を行っていたこと
から、埋蔵文化財課では遺跡が存在する可能性が高いものと考えて、確認調査が必要な旨を土木局に
対して回答した。その後、家屋撤去等が終了して確認調査が可能となった部分に対し、平成１３年１０月
３１日、平成１４年１月２３日、７月２３日に順次トレンチ調査を実施した結果、地表下５０㎝以下で遺構・遺
物を検出し、申請地のうちの台地部分については発掘調査が必要となると判断した。この結果を踏ま
えて土木局と協議を行い、用地買収後、既存建物の解体が終了し、発掘調査可能なまとまった面積が
確保できた段階で順次発掘調査を行っていくこととした。これに基づき、五十川遺跡の調査を平成１４
年８月１９日より開始し、その後、断続的に平成１７年６月３日まで第１０次・１１次・１３次・１４次の４次に
わたって発掘を行い、未買収地３００㎡を残して中断している。また、整理報告書作成は、同一事業地
内で行った井尻Ｂ遺跡発掘調査の整理報告が完了した後の平成１９年度から開始し、第１０次・第１１次調
査については同年度に報告書を刊行した。
　本書で報告する発掘調査は、第１３次調査を平成１６年８月２日～８月３１日に、第１４次調査を平成１７年
１月２４日～６月３日に行った。調査にあたり地元の皆様にご理解とご協力を頂いた。また、整理報告
書作成は平成２０年度に行い、いずれも道路下水道局の令達事業として埋蔵文化財課（現埋蔵文化財第
１課）が実施した。

２．調査の組織
　調査時（平成１６～１７年度）、及び整理報告時（平成２０年度）の組織は以下の通りである。
調査委託　福岡市土木局道路建設部南部建設課（現在は道路下水道局道路整備部南部道路整備課）
調査主体　福岡市教育委員会　教育長　　　植木とみ子（調査時）、山田裕嗣
調査総括　埋蔵文化財課長　　　　　　　　山口譲治（現埋蔵文化財第１課長）
　　　　　調査第２係長　　　　　　　　　池崎譲二（調査時）、米倉秀紀（現調査係長）
調査庶務　文化財整備課管理係　　　　　　鈴木由喜（調査時）、井上幸江（現文化財管理課）
調査担当　事前審査係（試掘・協議担当）　　井上繭子（調査時）、星野惠美
　　　　　調査第２係　　　　　　　　　　吉武　学
調査協力　坂口剛毅（技能員）、池田省三、上野龍夫、江島光子、加藤常信、唐島栄子、坂下達男、
　　　　　佐藤俊治、嶋ヒサ子、清水　明、大長正弘、高野瑛子、谷　英二、谷　正則、徳永静雄、
　　　　　中村尚美、西田文子、布江孝子、野口ミヨ、野田淳一、平川正夫、廣田安平、松永重子、

三浦　力、宮崎タマ子、持丸玲子、森田祐子、山内　恵、山崎光一、山下智子、
結城フヂ子、吉住政光、吉田恭子、吉田米男（五十音順、敬省略）

整理協力　田中克子（技能員）、青木悦子、四反田美香子、下山慎子、萩尾朱美、森　寿恵
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　　　　　　（五十音順、敬省略）

３．発掘調査の方法と経過　（Fig．１、Tab．１）
　五十川遺跡は南北約８００ｍ、東西約２４０ｍ、標高９～１１ｍほどの洪積中位段丘面上に立地し、北は鞍
部を介して那珂遺跡群の立地する段丘面に連続するが、その他は沖積地に囲まれて独立した台地と
なっている。今回の「都市計画道路御供所井尻線道路整備事業」はこの台地の南西端を斜めに貫通す
るよう計画されている。事業前の用地の状況は戸建てを主とする住宅地であり、これらの用地買収と
解体が順次終了していき、ある程度まとまった面積が確保された段階で発掘調査に着手していった。
調査は平成１４年度に開始したが、その後の用地買収の進捗状況等から断続的となり、平成１７年度まで
の４年にわたり都合４回の発掘調査を実施した。 
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Fig．１　御供所井尻線予定地内の調査区割り（１/２，０００）

・座標系は昭和４３年建設省告示第３０５９号の規定による
　第Ⅱ座標系
・投影は横メルカトル図法
・高さの基準は東京湾の平均海面（T.P）
・等高線間隔は１メートル
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　調査次数は各年度で区別した。対象地は生活道路等によって寸断されるため、区画ごとに調査区を
設定したが、調査区の呼称は調査次数を問わず着手順にＡからＩまでアルファベットを付した。平成
１４年度（調査番号０２２９）の第１０次調査ではＡ～Ｄ区、同１５年度（０３１４）の第１１次調査ではＥ～Ｇ区、
同１６年度（０４４４）の第１３次調査ではＨ区、同１６～１７年度（０４８１）の第１４次調査ではＩ区を対象とした。
遺構番号は調査区ごとに４桁の連番号を付した（Ａ区；１００１～、Ｂ区；２００１～、・・・Ｈ区；８００１～、
Ｉ区；９００１～）。本書はＨ区とＩ区についての報告である。
　遺構実測の基準線は計画道路軸線をもとに設定し、土木局より国土座標データの提供を受けた。た
だし埋蔵文化財課保管の『博多区・南区内（那珂～井尻地区）遺跡基準点測量委託　四級基準点測量
成果簿（平成６年２月）』の成果データとは若干の誤差があったため、後者の数値を使用して国土座
標（第Ⅱ系）に位置づけている。
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１．五十川遺跡の位置と周辺遺跡　（Fig．２）
　背振山系と東平尾丘陵に挟まれた福岡平野中央部には、御笠川・那珂川等の河川により形成された
洪積中位段丘面の断続的な連なりが東西に２列認められる。福岡市博多区博多駅南から那珂、南区五
十川、井尻、寺島、春日市須玖、下白水を経て那珂川町安徳にのびる面と、福岡市博多区板付から諸
岡、麦野、元町を経て春日市春日原に達する面で、これらは地質学上須玖面と呼ばれ、主に阿蘇山起
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Tab．１　御供所井尻線建設に伴う五十川遺跡調査一覧

調査の概要担当者調査
面積調査区調査期間次数調査

番号
調査
年度

弥生時代－土坑、古墳時代－竪穴住居１＋溝２＋
井戸１＋円墳１＋土坑、鎌倉時代－溝１＋土坑横山

１１００㎡

Ａ

２００２．８．１９
～

２００３．３．２６
１００２２９平成１４

弥生時代前期－溝１＋貯蔵穴３、奈良時代－溝１、
室町時代－溝２、時期不詳－掘立柱建物３、旧石
器時代遺物

上角Ｂ

弥生時代－竪穴住居３＋貯蔵穴４＋土坑３、古墳
時代－方形周溝墓２＋石棺墓１、平安時代－土壙
墓１＋土坑１、室町時代－大溝２、時期不詳－土
坑１

横山
Ｃ

弥生時代－溝１、室町時代－溝４・土坑１Ｄ
弥生時代－貯蔵穴３、古墳時代前期－方形周溝墓
２、室町時代－溝２

吉武

２０２㎡Ｅ

２００３．５．１５
～

２００４．１．３１
１１０３１４平成１５

弥生時代前～中期－竪穴住居４＋溝３＋木棺墓３
＋土壙墓２＋甕棺墓９＋貯蔵穴２０＋土坑１７、古墳
時代前期－竪穴住居４、弥生～古墳時代－竪穴住
居１＋土坑４＋性格不明遺構１＋柱穴多数、奈良
時代－溝１、中世－柵１＋掘立柱建物１＋溝７＋
土坑２

１１３４㎡Ｆ

弥生時代前期－竪穴住居１、室町時代－溝１３２㎡Ｇ

奈良時代－井戸１、室町時代－井戸１＋大溝１＋
地下式壙１＋土坑１１２９㎡Ｈ

２００４．８．　２
～

２００４．８．３１
１３０４４４

平成１６
旧石器時代－包含層、弥生時代－貯蔵穴１、古墳
時代前期－土坑６＋井戸１、平安時代－土坑１、
室町時代－土坑１＋掘立柱建物３

９６０㎡Ｉ
２００５．１．２４

～
２００５．６．　３

１４０４８１
平成１７
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源の広域テフラであるAso－４ 火砕流堆積物によって構成され、沖積低地から３～２０ｍの比高差を有
する平坦な台地となっている。五十川遺跡はこのような低平な独立台地のひとつに立地するが、この
台地は南北約８００ｍ、東西２４０ｍほどの広さを持ち、標高９～１１ｍで北へ緩やかに傾斜している。周囲
は沖積低地に囲まれているが、北端は鞍部を介して更に北へ台地が広がり、ここには那珂・比恵遺跡
群が立地している。他方、狭い谷を挟んだ南側の台地上には井尻Ｂ遺跡が隣接する。
　北方の那珂・比恵遺跡群は、水稲耕作の始まりとともにまず台地縁辺部に集落が営まれ、以後、弥
生時代中期、古墳時代前期、古代をピークとして遺構が営まれる。特に弥生時代中期には樹林を伐採
して台地中央部に集落が拡大するが後期には一旦衰え、終末にかけて新たな大規模開発が始まり、那
珂八幡古墳を中軸に据えた意図的な墓地エリアや集落エリアの配置が認められる。５～６世紀には集
落が減少するが、６世紀中葉に東光寺剣塚前方後円墳が営まれたのち、後半～末にかけて集落が再び
拡大する。これらの一部では強制的に集落が撤去され、那津宮家や那珂評衙・郡衙などの官衙とも推
定される大型掘立柱建物群や柱列、溝などが規則的に配置されるようになる。
　南方の井尻Ｂ遺跡では先土器時代や弥生時代前期の遺物が台地縁辺部で出土するが、弥生時代後期
前半までの遺構・遺物はさほど多くなく、後期後半になって青銅器生産を伴う集落が大規模に営まれ
る。集住の状況は古墳時代前期まで続き、中期には古墳群が営まれる。７世紀末から奈良時代には台
地北部を縦横に走る正方位の溝が確認され、瓦や「寺」と刻んだ須恵器等が出土するなど、寺院跡も
しくは官衙が存在した可能性が指摘されている。
　東方には諸岡Ａ遺跡、次いで同Ｂ遺跡が位置し、ナイフ形石器など先土器時代包含層、縄文時代晩
期住居、弥生時代の貯蔵穴・甕棺墓地、古墳時代墓地、諸岡館跡をはじめとする中世集落や地下式壙
等を確認しており、これらに伴ってゴホウラ製貝輪や朝鮮系無文土器が出土したほか、台地縁辺部で
は突帯文土器が出土することがこれまでの調査で判明している。
　一方、西方は河川氾濫原となり、那珂川西岸の丘陵部あたりまで広く遺跡の空白地域となっている。

２．五十川遺跡のこれまでの調査（Fig．３～５、Tab．２）
　五十川遺跡では現在１６次までの発掘調査が終了しているが、今回の道路予定地と第１次調査を除け
ば、いずれも民間宅地開発に伴う１，０００㎡以下の小規模な調査に留まっている。五十川遺跡ではこれ
までに旧石器時代から中・近世までの遺物・遺構を確認しているが、集落が連続して営まれず、各時
期の遺構が散発的に点在しているという印象が強い。以下、五十川遺跡の概要を見てみたい。
　今回の第１４次や第１１次において、ナイフ形石器と原の辻型台形石器、細石刃？などが出土した。後
期旧石器時代後期が五十川遺跡の始まりと位置付けられよう。縄文時代の遺物は打製石鏃などの出土
に留まる。弥生時代前期には、南西部（第１０・１１次）と中央東部（第１・２次）で前期前葉以降の集
落遺構を確認したほか、第１６次でも溝を確認したが、これらはいずれも低地に面した台地端部が立地
に選ばれている。その後、南西部では中期前葉まで集落と墓地が継続し、北東部では中期後葉までの
土器が出土するものの遺構はない。これらの集落では黒曜石製石器の利用が顕著である。第３次で弥
生時代中期貯蔵穴と後期の住居・建物を確認しているが、中～後期の遺構はこれまで検出例が少ない。
古墳時代に入ると、第１～４次と本道路予定地の調査で前期の集落・墓地を確認しており、台地上に
広く遺構が展開している可能性がある。古墳時代中期の遺構・遺物はなく、後期になると再び集落が
前期程度の広がりを示すとみられるが希薄である。古代には台地上の各所で溝等の遺構が確認でき、
瓦が出土する地点もある。中世前半の遺構は希薄だが、後半になると溝を中心とする遺構が多くみら
れるようになり、これらは室町期から戦国期の居館に関連する濠と考えられている。
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Fig．２　周辺遺跡分布（１/２５，０００）

１．五十川遺跡（●は調査地点）、２．久保園遺跡、３．席田大谷遺跡、４．宝満尾遺跡、５．雀居遺跡、６．東那珂遺跡、７．下月隈Ｃ遺跡、８．立花寺Ｂ遺跡、
９．井相田Ｃ遺跡、１０．那珂君休遺跡、１１．板付遺跡、１２．板付東遺跡、１３．高畑遺跡、１４．麦野Ａ遺跡、１５．麦野Ｂ遺跡、１６．南八幡遺跡、
１７．諸岡Ａ遺跡、１８．諸岡Ｂ遺跡、１９．三筑遺跡、２０．笹原遺跡、２１．山王遺跡、２２．比恵遺跡群、２３．那珂遺跡群、２４．井尻Ａ遺跡、２５．井尻Ｂ遺跡、
２６．井尻Ｃ遺跡、２７．寺島遺跡、２８．須玖遺跡群、２９．弥永原遺跡、３０．横手遺跡、３１．曰佐遺跡、３２．警弥郷Ｂ遺跡、３３．野間Ａ遺跡、３４．野間Ｂ遺跡、
３５．大橋Ａ遺跡、３６．大橋Ｂ遺跡、３７．大橋Ｃ遺跡、３８．大橋Ｄ遺跡、３９．大橋Ｅ遺跡、４０．三宅Ａ遺跡、４１．三宅Ｂ遺跡、４２．三宅Ｃ遺跡、
４３．和田田蔵池遺跡、４４．和田Ａ遺跡、４５．和田Ｂ遺跡、４６．野多目Ａ遺跡 ※アミは台地・丘陵上の遺跡
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Fig．３　五十川遺跡のこれまでの調査地点（１/４，０００）
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Fig．４　調査区周辺の古地図（１/４，０００）
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PL．１　I区から井尻Ｂ遺跡方面を望む（北西から）

　　 は御供所井尻線建設に伴う調査　Tab．２　五十川遺跡発掘調査一覧

報告書主な検出遺構／特記すべき出土遺物調査期間調査面積
（㎡）

調査
番号

調査
次数

市報３６３集弥生・古墳・古代－溝＋土坑、中世前半－井戸／古代瓦＋黒曜石碁石１９７９．１．２２～３．１０１，４４９７８０９１

市報１１１集弥生前末－住居、古墳前期－住居＋井戸、古墳後期－住居、古代－建物＋溝、
中世－建物＋溝１９８３．４．２５～６．１８６６０８３３８２

市報５７０集弥生中期－貯蔵穴、後期－住居＋建物、古墳前期－土坑、後期－建物、古代－
井戸＋土坑＋土壙墓、中世後半－溝＋井戸＋土坑（土坑墓含む）＋建物１９９５．１１．６～１９９６．１．９９０５９５３８３

市報５７０集古墳前期－井戸、中世（１４～１５c）－溝＋建物＋土坑１９９７．４．８～５．６２８５９７０４４
市報７２０集古墳後期－溝＋住居＋建物１９９７．１２．４～１２．１１９６９７５７５
市報７２０集古代－建物、近世－土坑１９９８．９．２４～９．３０１２７９８３５６
市報７２０集古墳－土坑、中～近世－建物＋土坑＋溝１９９８．１０．１～１１．１０５１０９８３７７
市報７２０集時期不詳－土坑１９９８．１１．６～１１．１０１９９８４６８
市報７９３集弥生－木棺墓、中世－溝＋井戸？／古代瓦２００２．５．１０～５．２０４２０２１５９

市報１０１９集

弥生前期－住居＋溝＋貯蔵穴＋土坑、中期－住居＋溝、古墳前期－円墳＋方形
周溝墓＋石棺墓、後期－住居＋溝、古代－溝＋土壙墓、中世後半－溝＋土坑２００２．８．１９～２００３．３．２８１，１０００２２９１０

弥生前～中期－住居＋溝＋貯蔵穴＋土坑＋木棺墓＋土壙墓＋甕棺墓、古墳前期
－住居＋方形周溝墓、後期－土坑、古代－溝、中世後半－建物＋溝＋土坑２００３．５．１５～２００４．１．３１１，３６８０３１４１１

年報１９古墳後期－土坑、古代－溝、中世－溝ほか２００４．４．５～５．１０１５００４０７１２

本　書
古代－井戸、中世後半－溝＋地下式壙＋井戸＋土坑２００４．８．２～８．３１１２９０４４４１３
先土器－包含層、弥生－貯蔵穴、古墳前期－土坑＋井戸、古代－土坑、中世－
建物＋土坑２００５．１．２４～６．３９６００４８１１４

市報９７８集弥生－竪穴住居、中世後期－溝ほか２００６．４．２４～５．３１５６０６１０１５
未報告弥生－溝、中世後期－溝ほか２００８．３．３～３．２１１５００７６６１６
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第三章　H区の調査

１．　調査の概要　（Fig．６・７、PL．２・３）
　平成１６（２００４）年度に第１３次調査として実施した調査区で、道路を挟んで南が第１０次調査A区、
西が同D区である。御供所井尻線建設にかかる五十川遺跡の要調査範囲のほぼ中央部に位置する。
　調査に先立って地元住民への挨拶回りを行い、８月２日から重機による表土剝ぎを開始し、２日間
を要した。３日には現場養生等の条件整備を行い、翌４日から遺構検出作業を開始した。調査は北側
から順次進め、盆休みを挟んで１８日に全景撮影を行い、平板測量、遺構実測などの記録作成を含めた
全ての調査を２０日に終了した。２３日に重機で埋め戻した後、出土土器の洗浄作業等の整理作業を行い、
８月３１日に全ての作業を終了した。
　H区は北に尖った三角形をなす調査区で、南北２５．５m、東西最大長１２mを測る。中央部は隣接店舗
への出入り通路を確保する必要から調査ができず、トレンチ調査に留めざるを得なかったため、調査
区が南北に二分された。調査区の面積は上端で合わせて２０２㎡を測る。南と西側は現道路に面してお
り、東側は新設道路境界である。標高は地表面が１０．６〜１１．０mで、遺構面は南側に比べて北側が６０㎝
ほど低くなっているが、Fig．４の古地図からも北側が一段低い水田であったことをうかがうことがで
きる。また、南北調査区間で行ったトレンチ調査で北側へ落ちる段差を確認した。北側の調査区は、
遺構面までの深さが１．１m強で、遺構面は八女粘土層が露呈しており強い削平を受けている。遺構面
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第三章　Ｈ区の調査
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－9－



－10－

Fig．７　Ｈ区の遺構配置（１/１００）
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上には厚さ３０㎝の灰青色粘質土（水田耕作土）が堆積し、これを８０㎝厚のマサ土が覆う。南側の調査
区は、遺構面までの深さが０．５mで、遺構面は暗褐色粘質土の鳥栖ロームとなり削平は少ない。上面
には１５㎝前後の暗褐色粘質土（遺物包含層）と、１０㎝前後の灰褐色粘質土（畑耕作土か）が堆積し、
これを３０㎝前後の客土が覆っている。
　検出した遺構は、古代の井戸１基、中世の溝３条・井戸２基・地下式壙１基で、他に近世以降の溝
１条・コンクリート井戸１基がある。また、南側の調査区ではピット少数を確認したが、大半は木根
とみられる不整形なもので、掘立柱建物は確認できなかった。出土遺物はコンテナケース６箱。
　遺構実測の基準線は予定道路軸線を基準に設定し、後に『博多区・南区内（那珂〜井尻地区）遺跡
基準点測量委託　四級基準点測量成果簿（平成６年２月）』の成果データから公共座標に位置付けた。

２．検出遺構と出土遺物
⑴　溝状遺構
　溝状遺構は４条確認した。SD－８００２は遺物が出土せず時期不詳であるが、他の３条は全て中世で
ある。
溝状遺構SD－８００２（Fig．８）
　調査区の北端部に検出した。主軸方位は磁北から６°東偏し、ほぼ南北方向に伸びている。北側は
井戸SE－８００１に切られ、南側は調査区外へ伸展する。長さ１３０㎝を確認した。幅５０㎝、横断面形は逆
台形で、深さ１０㎝未満。
　遺物が全く出土せず詳細時期不明であるが、井戸SE－８００１に先行する遺構である。

溝状遺構SD－８００３（Fig．８、PL．４）
　北側調査区の南壁際に検出した。東西方向に伸びる溝状の落ち込みで、主軸方位はN－８１°－Eに
とる。現状で幅２mを測るが、底面は南壁に向かって更に落ちており、溝幅は最低でも４mを超え
よう。北側の溝斜面に幅４０㎝前後、深さ１０㎝ほどの浅い小溝が併走し、小溝の南側では傾斜が緩く、
内側１．４mのあたりから急に落ちる。この深い部分には暗灰褐色粘質土が堆積し、水成堆積層と考え
られる。遺構検出面から底面まで６０㎝で、底面は僅かに東が低いがほぼ平坦で、中央部に深さ１０㎝未
満の浅い窪みがある。Fig．３ の旧地形図にはこの部分は段落ちとなっており、段下は昭和初期まで水
田であったとみられる。よって、この溝は段下に掘られた水田水路と考えられる。
SD－８００３出土遺物（Fig．９、PL．５）
　弥生土器、須恵器、土師器（小皿・坏・甕類）、瓦質土器、中国産陶磁器（白磁、明代竜泉窯系青
磁、青白磁、陶器）、土製品、石製品、鉄製品が少量出土した。
　１は土師器坏の摩滅した小片で、底部糸切りか。淡橙褐色を呈し、胎土精良で雲母粒を含み、焼成
やや不良。２は青白磁合子身の小片である。胎土は白色で精良磁質、淡い水色透明釉で、体外面のみ
施釉する。３は明代竜泉窯系青磁碗の小片で、口縁はやや外反し端部は丸くおさめる。胎土は淡灰白
色で精良磁質。白濁した淡い緑黄色不透明釉で、釉層が厚い。４も明代竜泉窯系青磁碗小片で、口縁
内外面に雷文帯が巡る。胎土は灰味を帯びた白色で磁質、緑色の半透明釉をかける。５は南宋施釉陶
器の鉢で、低い高台が付く小片。胎土は淡橙褐色を呈する。釉は剝落するが、高台露胎。焼成不良。
６は板状の土製品で、側面は面取りする。摩滅して調整不明。淡灰白色で、胎土に細かい白色砂粒を
極く少量含む。きめ細かく、素地土の練りが白色の縞となって残る。焼成良好。
　出土した陶磁器からみて１５世紀代の溝と考えられる。 
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Fig．８　溝状遺構SD－８００２・８００３（１/４０）

SD－8002

L＝9.7ｍ

0

1ｍ

SD－8003

A B

L=10.8m

①

②

③

④⑤⑥

A

B

C D

C D
L＝9.6m

① マサ土（盛土）
② 灰青色粘質土（水田耕作土）
③ 暗褐色粘質土（八女粘土粒含む）
④ 八女粘土粒＋暗褐色粘質土ブロック
⑤ 暗灰褐色粘質土（水成堆積土）
⑥ 暗橙色粘質土（八女粘土／地山）

1 2 3
4

6
5

0 10cm

Fig．９　SD－８００３出土土器（１/３）



溝状遺構SD－８００５（Fig．７）
　南側調査区の中央部に検出した。東西方向に伸びる浅い溝状遺構である。SD－８０１０に平行し、覆
土も近似しており、落ち際に掘られた附属する溝の可能性が強い。幅０．６〜１．５mで、深さ１０㎝前後と
浅い。
SD－８００５出土遺物（Fig．１１）
　図示した須恵器１点が出土した。７は須恵器坏身で、小片のため図の傾きは不確実である。蓋受け
の返りはかなり低く退化する。横ナデで受け部に沈線が巡る。淡灰色で、胎土精良、焼成良好。
　古墳時代の須恵器のみが出土したが、上に述べたようにSD－８０１０と同じ中世の溝であろう。

溝状遺構SD－８０１０（Fig．７・１０、PL．３・４）
　南側の調査区の南半分を占める大溝である。主軸方位は磁北から６０°東偏しており、現在の街区に
近い。調査区の半ば以上から溝に向かって緩く落ちており、対岸の南落ち際は調査区外にある。従っ
て上ばの最大幅は７m以上と計測されるが、正味の溝幅は３m強で他は溝への緩斜面である。南北
壁とも複数の小さな段と斜面をなして落ちていき、溝底は箱状に２０〜３０㎝掘りくぼめて幅８０㎝ほどの
平坦面をつくる。遺構検出面から底面まで１m強を測る。東壁際は家屋が隣接するため引きを取り、
段を残して掘削したため土層断面図に一部不連続部分があるが、東壁の北よりの部分には切り合いが
認められ、最低一回は掘り直しがあったことを示す。覆土は粘質土主体で、遺構面を覆う包含層が溝
上面に落ち込んでおり、埋没後も窪みが残っていたと考えられる。
SD－８０１０出土遺物（Fig．１１、PL．５）
　弥生土器、須恵器、土師器（小皿・坏・甕類）、瓦質・須恵質土器、瓦、中国産陶磁器（明代白磁、
同安窯系青磁、宋〜明代竜泉窯系青磁、陶器）、石製品、鉄滓がコンテナ２箱分出土した。
　８〜１０は土師器甑把手である。把手はヘラ整形、内面ヘラ削り。８は橙褐色で、胎土に細砂粒を含
み、焼成良好。９は黒色で、細砂粒・雲母粒を含み、焼成良好。１０は淡橙褐色で、胎土精良、焼成や
や不良。１１は土師器小皿。小片で摩滅する。底部糸切り。淡橙褐色、胎土精良で雲母粒を含み、焼成
良好。１２も土師器小皿で、底部糸切り。内面にロクロ目が残る深めの器形で、大内系土師器か。淡橙
褐色、胎土精良、焼成良好。１３は土師器坏の小片。摩滅しており、底部切り離し手法は不明。
　１４は東播系須恵器鉢の口縁部で、断面三角形に肥厚する。小片。横ナデ調整。灰青色で、胎土に細
砂粒を少量含み、焼成良好。１５は瓦質土器鉢の小片。口縁が肥厚する。外面は指押さえ→縦刷毛目→
工具によるナデ→口縁横ナデ。内面は横〜斜の刷毛目。淡灰青色で、細砂粒を少量含み、焼成良好。
１６は瓦質土器鉢の口縁部小片。摩滅が著しく口縁内面に刷毛目が若干残るのみ。淡黄褐色、細砂粒を
少し含むが精良で、焼成良好。１７も瓦質土器鉢で、底部小片。摩滅するが内面工具によるナデ。淡黄
灰色、胎土精良で暗赤色粒を含み、焼成良好。１８は瓦質土器深鉢で、球形体部に直立する口縁が付く。
外面は胴が幅広の工具によるミガキ、口縁横ナデ。内面は胴ヘラ削り、口縁刷毛目の上からミガキ。
　１９は明代白磁端反り皿。胎土は白色で精良磁質。やや水色がかった半透明釉を全面に施し、畳付を
釉剝ぎする。２０は白磁皿の小片。内面に圏沈線が入る。胎土は白味の強い淡黄白色、精良で軟陶質。
青味のある乳白色不透明釉で全釉。朝鮮王朝陶磁器か。２１は同安窯系青磁碗の小片。体内面に圏沈線
が入る。胎土は淡灰褐色で精良磁質。淡いオリーブ色の透明釉を施す。２２は明代竜泉窯系青磁碗か。
底部残欠で、体外面に蓮弁文、見込みに印花文を施す。胎土は灰味を帯びた白色で精良磁質。淡青灰
色透明釉で、畳付から外底は露胎。外底に径２．７cmの円形の窯具痕が残る。２３は明代竜泉窯系青磁碗
の底部片。見込みに印花文を入れる。胎土は淡灰白色で、精良磁質。淡い灰青色不透明釉で、全面施
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釉後、外底を輪状に釉剝ぎする。焼成不良。２４は禾目天目碗で、底部小片。明瞭な高台ではなく、
アーチ状に凹む。胎土は淡灰白色で夾雑物を含まないが粗く、硬陶質。内面に黒色不透明釉が厚く掛
かる。２５は陶器壷で、備前焼か。口縁が短く立ち、端部は肥厚する。胎土は赤味がかった淡灰褐色で、
細かな白色砂粒を多く含み、粗い。焼成良好で、よく焼締まる。外面から口縁内面に降灰があり、胴
内面にも灰が散る。２６は中国産施釉陶器か。壷の口縁部小片で、口縁は短く内傾し、端部を内外に肥
厚させて面取りし、平坦面とする。内面は板状工具によるナデ調整か。胎土は暗赤褐色で、暗赤色細
粒を少量含み、きめが細かい。淡黄緑色の不透明釉が内外に掛かるが剝落する。焼成良好。
　２７は丸瓦小片で、凹面に竹状の模骨痕と粗い布目痕が残る。凸面は丁寧なナデ。側面は面取りする。
黒色で、胎土に細砂粒を少量含み粗く、焼成良好で須恵質。凸面に降灰がある。２８は平瓦小片。凹面
は布目痕の上からヘラ削りを加え、凸面は斜格子タタキ。側面は面取り。灰青色で、細砂粒を少し含
み、焼成良好で須恵質。２９も平瓦片。凹面は布目の上からヘラ削り、凸面は大小２種類の格子タタキ
があり、大格子は不鮮明である。側面は面取り。灰青〜灰黒色で、細砂粒を少量含み、焼成良好で瓦
質。３０も平瓦小片。凹面は模骨痕が僅かに残るが摩滅しており、凸面は大小２種類の格子タタキで、
大→小の順に施す。灰青色で、砂粒はほとんど含まず、焼成不良だが一部が須恵質をなす。
　中世後半期の溝である。少なくとも１５世紀以降で、１６世紀まで下ろうか。

⑵　井戸状遺構
井戸状遺構SE－８００１（Fig．１２、PL．４）
　調査区の北端に検出した。溝状遺構SD－８００２を切る。調査区北壁にかかっており全体の約１/２を調
査した。現状で楕円形プランを呈し、長径９０㎝を測る。断面逆台形をなすが底面は東へ偏っており、
西壁はテラス状をなす。検出面からの深さは９０㎝で、底面のレベルは標高８．７m。井戸と報告したが、
土坑もしくは柱穴の可能性もある。
SE－８００１出土遺物（Fig．１３）
　弥生土器、須恵器、土師器、須恵質土器、石製品が少量出土した。
　３１は須恵器坏蓋の小片である。端部は下に折れ、断面三角形をなす。赤味のある灰色で、胎土精良、
焼成良好。３２は東播系須恵器片口鉢で、口縁部小片。端部が内屈肥厚する。体部内面が使用により摩
滅する。灰青色で、胎土に細砂粒を少量含み、焼成良好。口縁外面から体内面に降灰を被る。
　中世後半の遺構であろう。

井戸状遺構SE－８００７（Fig．１２、PL．４）
　溝SD－８０１０に重複する井戸である。最終的にはSD－８０１０の底面で平面を確認したが、溝の掘削中
からこの部分の覆土が軟弱で陥没がみられた。底面まで非常に深く、途中で掘削を断念した。プラン
は円形で、径１．１m前後である。遺構面の標高は１０．４mで、７．５mまで人力で掘削し、最終的に６．３５m
まで重機で掘り下げたが底面に到らなかった。従って、遺構検出面からの深さは４m以上となる。
井戸側は確認していない。覆土は溝SD－８０１０に近似する。
SE－８００７出土遺物（Fig．１３、PL．５）
　弥生土器、須恵器、土師器、瓦、中国産白磁、石製品が少量出土した。
　３３は弥生土器甕の底部片である。脚状に分厚く、外底が窪む。摩滅して調整痕は残らない。橙褐色
で、細砂粒を多量に含み、焼成やや不良。３４は土師器甑把手で、摩滅するが外面ヘラ整形。先端部を
欠く。橙褐色で、粗大石英粒等径３㎜以下の砂粒を少量含み、焼成良好。３５も甑把手で、摩滅するが
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外面ヘラ整形。橙褐〜灰褐色で、細砂粒・雲母粒を含み、焼成不良。３６も甑把手で、かなり扁平であ
る。摩滅して調整不明。橙褐色で、径３㎜以下の砂粒と雲母粒を含み、焼成良好。３７は白磁で、口禿
碗の小片。胎土は白色で精良磁質。やや緑味を帯びた乳白色不透明釉をかけ、口唇部を釉剝ぎする。
　３８は平瓦の小片。凹面に竹状の模骨痕と布目痕、紐の圧痕が残り、縁辺部はヘラ削りする。凸面は
ナデ消しており、タタキは不明。側面は面取りする。灰黒色で、細砂粒を多量に含み、焼成良好で須
恵質をなす。３９も平瓦小片。凹面はヘラ削りし、布目痕は残らない。凸面は斜格子タタキ。灰黒〜黒
色をなし、細砂粒・白色粒を含み、焼成不良で歪みがある。
　４０は滑石製石鍋で、横鍔が付く。鍔以下に煤が付着する。小片のため不正確だが復元口径３２．６㎝。
　出土遺物は少ないが溝SD－８０１０より古く、口禿白磁からすれば１３世紀〜１４世紀前半頃か。

井戸状遺構SE－８００９（Fig．１２、PL．４）
　中世の地下式壙SK－８００８の底面で確認した古代の井戸である。SK－８００８及び上面の溝SD－８０１０の
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Fig．１２　井戸状遺構SE－８００１・８００７・８００９（１/４０）
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ため残りが悪い。調査区東壁際に位置し、壁面保護のため段を設けて掘り下げたため、約 １/２ は調査
不能である。現状で楕円形プランをなし、径は１．５m以上となろう。断面逆台形をなし、乳白色の八
女粘土層に達したレベルまで掘削を行っている。遺構上部の残りが悪いが、底面までの深さは２．１m
となる。底面の標高は８．３mで、湧水はない。
SE－８００９出土遺物（Fig．１４、PL．５）
　土師器、須恵器がコンテナ１箱出土した。
　４１は須恵器の平瓶で、把手と口縁の一部を欠くが、ほぼ完存する。体部は円形扁平で、断面逆台形
をなす。上面は少し膨らみがあり、縁辺に寄せて口縁を取り付け、他方には断面楕円形の橋状把手を
付ける。上面に４条の沈線が同心円状に巡る。平底で、外底はヘラ切り後、板状工具による粗いナデ
調整を加えるが、指押え痕が残る。
　４２は土師器甕で、口縁部と底部は同一個体だが接合しない。口縁は「く」字形に強く屈曲して開き、
丸底。胴外面は摩滅するが縦刷毛目調整。胴内面ヘラ削りで、内底ナデ。口縁横ナデ仕上げ。橙褐色
で、径３㎜までの砂粒を多量に、雲母粒を僅かに含み、焼成不良。４３も土師器甕。頸部と底部がある
が接合しない。口縁の屈曲は緩く、底部は分厚い丸底。胴外面縦刷毛目、外底ナデ。胴内面ヘラ削り、
内底ナデ調整。口縁横ナデ仕上げ。外面淡褐色、内面淡灰褐色。胎土に径４㎜までの砂粒を多量、雲
母粒を僅かに含み、焼成良好。胴外面に黒斑がある。４４は土師器甕の頸部から底部の破片で、扁平な
丸底。外面は胴が縦〜斜の刷毛目、頸部が横ナデ。内面ヘラ削り。暗橙褐〜黒色で、径４㎜までの砂
粒をかなり多く含む他雲母粒を含み、焼成不良。４５は土師器甑で、口縁部と把手の付いた胴部があり、
同一個体だが接合しない。口縁は丸く屈曲して開き、なで肩。把手は牛角状に強く反る。胴外面縦刷
毛目、内面ヘラ削り、口縁内外を横ナデ調整仕上げ。橙褐色、細砂粒・雲母粒を含み、焼成良好。
　奈良時代の井戸であろう。
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Fig．１３　SE－８００１・８００７出土土器（１/３）
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⑶　地下式壙
地下式壙SK－８００８（Fig．１５、PL．４・５）
　南側の調査区の東壁際に検出した。中世の地下式壙とみられる遺構である。埋没後に溝SD－８０１０
に切られている。調査時に古代井戸SE－８００９を同一の遺構として掘り下げたため、南東部の形状は
明確でない。主体部は径２．５m前後の楕円形プランをなそう。遺構検出面からの深さは１．５mを測り、
底面は平坦である。西壁に出入り施設とみられる隅丸長方形の遺構が取り付いており、長２．０m、幅
０．７mで、断面逆台形をなす。底面は本体部に向かって段状に下降しており、底面長１．６mの中に４段
を設けて約３０㎝降下し、最下段から約２０㎝降りて底面に至る。覆土は暗褐色粘質土が主体で、自然に
埋没した状況を示している。あるいは溝SD－８０１０掘削時に天井が削り取られたのであろうか。

－19－

第三章　Ｈ区の調査

Fig．１４　SE－８００９出土土器（１/３）
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SK－８００８出土遺物（Fig．１６）
　弥生土器、土師器（小皿・坏・甕類）、須恵器、土師質土器、中国産陶磁器（南宋竜泉窯系青磁、
陶器）、瓦、石製品が少量出土した。
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Fig．１５　地下式壙SK－８００８（１/４０）
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　４６は土師器小皿か。小片で摩滅するが、底部糸切りか。橙褐色で、細砂粒を含み、焼成良好。
　４７は南宋竜泉窯系青磁碗の小片。内面に劃花文を施す。胎土は淡灰白色で精良磁質、オリーブ色透
明釉を全体に施す。４８は中国産施釉陶器鉢の底部小片で、平底。胎土は橙褐色で、細い白色砂粒を多
く含み、きめが粗い。釉は剝落するが、外底露胎。内面は使用により摩滅する。焼成不良。４９は中国
産施釉陶器壷の底部小片。底部回転ヘラ削り。胎土はあずき色で精良、硬陶質。緑味のある灰白色不
透明釉を全釉し、高台畳付は釉剝ぎ。胴外面の底部近くに白色の目土が付着する。
　５０は平瓦の小片で、摩滅が著しい。凹面は布目痕の上からヘラ削り、凸面は斜格子タタキ。側面は
面取りする。灰青色で、径２㎜以下の白色粒を多く含み、焼成良好で瓦質。
　中世後半の地下式壙で、溝SD－８０１０より先行しよう。

⑷　その他の出土遺物（Fig．１７・１８、PL．５）
　５１は須恵器坏蓋で、小片のため図の傾きは不確実。端部は丸い。灰黒色で胎土精良、焼成やや不良。
５２は須恵器坏身で、小片のため図の傾きは不確実。蓋受けの返りは短く内傾する。灰青色で白色粒を
少量含み、焼成良好。外面に降灰がある。５３は須恵器高台付き坏の小片。高台はやや高く、断面方形
をなす。黒色で胎土精良、焼成良好。５４は須恵器高坏の脚片。縦長の透孔が三方に入るが、貫通しな
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第三章　Ｈ区の調査

Fig．１８　Ｈ区出土の鉄製品・石器（５８・５９は１/２、他は１/３）

Fig．１７　その他の出土土器（１/３）
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い。透孔下に沈線が巡り、長脚二段透孔となろう。外面淡灰青色、内面灰青色。胎土精良、焼成不良。
５５は土師器小皿で、小片で摩滅しており底部切り離し手法は不明。橙褐色、胎土精良で雲母粒を含み、
焼成良好。５６は瓦質土器スリ鉢の小片。摩滅が著しく、内面に刷毛目とスリ目が僅かに残る。淡橙褐
色で径４㎜までの砂粒を含み、焼成良好。５７は同安窯系青磁皿の底部片である。胎土は淡灰白色を呈
し精良磁質、淡オリーブ色ガラス質透明釉を全釉し、外底の釉は掻き取る。５１〜５６は攪乱坑SK－
８００４から、５７はコンクリート現代井戸SE－８００６から出土した土器である。
　５８は鉄製品で、刀子の一部か。刃部のみ残る。SD－８００３出土。５９は石庖丁片であろう。砂岩系の
石材を用いた残欠である。SD－８０１０出土。６０は磨製石斧で、基部のみの残欠。今山産の玄武岩質安
山岩製。SK－８００８出土。６１は扁平円礫の一部で、下端に磨った痕跡があり、磨石か。SD－８０１０出土。
６２は砥石の一部で、上面と右側面が使用により磨れており、他は割れている。頁岩製で、風化が著し
い。SK－８００８出土。６３は扁平な六角柱形の砥石の一部であろう。表裏面は剝落しており、他の四側
面に使用した研磨痕が残る。砂岩系石材を用いる。SD－８０１０出土。６４も砥石で、正面と右側面を使
用する。正面は使用により窪み、刃物傷が残る。硬質砂岩製。SD－８０１０出土。６５も砥石片。正面と
右側面に使用痕があり、上面は自然面である。硬質砂岩製。SD－８０１０出土。６６は滑石片である。上
面を加工して面取りする。左側面も面取りするが、不整である。未製品または何らかの素材か。SE
－８００７出土。

３．小結
　H区は現道路に囲まれた三角形の狭い調査区で、中央部分は店舗への出入り口を確保する必要から
トレンチ調査に留めざるを得ず、調査区が南北に分かれた。南と北の調査区では遺構面に０．９mのレ
ベル差があって北側が低くなっており、南北間にトレンチを設けて落ち際を確認した。大正末〜昭和
初期の地図（Fig．４）を見ると、ここに水田の段差が記されており、本来北側へ下がっていた自然地
形に手を加えて水田を造ったものと考えられる。ただし、道路を挟んだ西側の第１０次調査D区では
北側の遺構面がやや低いが顕著な段差は認められず、西側では段の比高差が小さくなっていくと想定
される。
　検出した遺構は奈良時代の井戸１基と、中世後半の溝３条・井戸２基・地下式壙１基である。うち
中世井戸SE－８００７は他の中世遺構よりやや古く位置付けられる。遺物が出土せず時期不詳のSD－
８００２は、削平により残りが悪いが断面逆台形をなし、他の遺構に切られており古い。西側D区では
弥生時代前期の溝SD－４００４を検出しているが、断面逆台形で溝底のレベルが近似しており（報告書
ではSD－４００４のレベルにH＝９．５０mとあるがH＝１０．５mの誤り）、一連の溝である可能性も考えられる。
　本次調査の主体をなすものは中世遺構、特に大溝SD－８０１０である。溝幅３m強で、断面逆台形、
深さ１m強。東隣の第９次調査SD－０１、及び道路を挟んで西側に隣接するD区のSD－４０１２に連続し、
東西に長く伸びる溝と考えられる。Fig．４ の古地図には、この溝の痕跡が道となって残っている。五
十川遺跡では他の調査区でも当該期の溝を多数確認しており、特に第１０次・１１次調査では台地縁に
沿って南北７７m以上、東西２０m以上にL字形に巡る溝と、これと陸橋を挟んで南北に伸びる大溝、及
びこの陸橋に進入していく道路状の溝などを確認している。これらの溝は１５〜１６世紀頃のものと考え
られるが、出土遺物が極端に少なく、詳細な時期を把握しづらい。今回の溝はこのL字溝の南約
１１０mに位置し、これらと同様、中世後期に台地全域に掘り巡らされた堀の一部と考えられられる。
また、北側に検出した溝SD－８００３は段直下を巡る水路の可能性があり、D区の溝SD－４００３あるいは
SD－４００２に連続しよう。

－22－



－23－

第三章　Ｈ区の調査
PL．２

２．Ｈ区北半部（南から）

１．Ｈ区全景（南から）
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PL．３

２．溝SD－８０１０東壁土層（西から）

１．Ｈ区南半部（北から）
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第三章　Ｈ区の調査

１．溝SD－８００３土層（西から） ２．溝SD－８０１０（西から）

PL．４

３．井戸SE－８００１（南から） ４．井戸SE－８００７（東から）

５．井戸SE－８００９（北西から） ６．井戸SE－８００９・地下式壙SK－８００８（北西から）
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PL．５

１．地下式壙SK－８００８（北西から）

２．H区出土遺物（縮尺不同）

６ ２２ ２８ ３０

２９ ３９

３８ ５４ ４１



第四章　Ⅰ区の調査

１．調査の概要　（Fig．１９〜２１、PL.６）
　I区は都市計画道路御供所井尻線予定地にかかる五十川遺跡の南端部に位置する。北側は第１０次調
査のA区と接し、南側は浅い谷部を挟んで井尻B遺跡が位置する。南北に細長く、排土処理の関係か
ら中央で二分して調査を行った。調査に先立つ地元説明と現地協議を平成１７年１月１９日に行い、まず
北半部分の表土除去を１月２４日〜２７日に行い、４日間を要した。北半部の調査は３月３０日で終了し、
３１日から埋め戻しと南半部の表土剝ぎを４月８日までの６日間で行った。４月１１日より遺構確認作業
を開始し、５月１０日に全景撮影。遺構実測後、地山ローム層を対象に旧石器時代の調査を行い、５月
２３日から埋め戻しを始め、２７日に終了した。その後、６月３日まで調査事務所等の撤収作業を行った。
なお、この間の４月２５・２６日には調査を一時中断し、福岡城肥前堀第７次調査を行った。 
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第四章　Ⅰ区の調査

第10次A区第10次A区
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Y－
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51
,6
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第10次A区

X61,600

Y－
51
,6
50

第14第14次Ⅰ次Ⅰ区第14次Ｉ区

Fig．１９　第１４次調査区（　I　区）の位置（１/３００）
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　道路予定地は幅２２mであるが、隣地との間に引きを取ったため調査区の東西幅は約１９mである。南
北長は５０．４mを測り、北端はA区と重複させて調査した。北西部は現道路への取り付き部分がある
ため、一部が西へ突出した形状をなす。地表面の標高は１１mでほぼ平坦だが、遺構面は南へ緩やかに
下っており、標高１０．６〜１０．２mを測る。遺構面までの深さは、北端では５０㎝と浅いが、南半部では
１４０㎝と深い。地山は鳥栖ロームで、南半部は開田により削平されて０．６mの段差があり、遺構はほと
んど残っていない。この段落ちは削平を受けているとはいえ、本来段丘崖であったものが後世の改変
を受けたものと考えられる。鳥栖ロームの直上を黒色粘質土が覆うが遺物はほとんど含まない。調査
区内には畑耕作によるとみられる深耕溝が南北方向へ走っていたが、遺構面の残りは良い。当初は南
側の水路までの１，２００㎡を調査対象としていたが、調査に先立ってトレンチを入れたところ、低地部
分には遺構がほとんど認められないため調査区を縮小し、９６０㎡の面積に留めた。
　検出した遺構は、掘立柱建物３、井戸１、貯蔵穴１、土坑１３、及び倒木痕と無数の木根痕である。
貯蔵穴は弥生時代かと思われるが疑問が残る。井戸１と土坑８は古墳時代前期で、うち土坑６は配置
からみて落とし穴の可能性がある。掘立柱建物３と土坑２は中世で時期差がある。その他の遺構は出
土遺物が少なく、詳細時期不明である。また、出土遺物に黒曜石が含まれていたため、地山の鳥栖
ロームを掘り下げて旧石器時代の調査を行った結果、ナイフ形石器、台形石器などが出土した。
　遺物は弥生土器、古式土師器を中心にコンテナケース９箱が出土した。
　遺構実測の基準線は予定道路軸線を基準に設定し、後に『博多区・南区内（那珂〜井尻地区）遺跡
基準点測量委託　四級基準点測量成果簿（平成６年２月）』の成果データから公共座標に位置付けた。
標高は第１０次調査で設定したものを引き続き使用した。

２．検出遺構と出土遺物
⑴　掘立柱建物
掘立柱建物SB－９０２０（Fig．２２、PL．７）
　調査区の中央付近のやや東寄りに検出した。木根とは明らかに異なる明確な柱穴がほぼ等間隔に並
んでおり、確実に掘立柱建物であると判断できる。東西方向に長く、梁行２間、桁行３間を数える。
梁行全長は３８０㎝で、柱間は１９０㎝の等間である。桁行全長は７２１㎝で、柱間は東から２２５㎝、２５０㎝、
２４６㎝である。主軸方位は磁北から７０°東偏する。柱穴掘方の平面形は円〜楕円形で、径３２〜６５㎝、
深さ３５〜６２㎝を測る。柱痕跡は平面では検出することができなかったが、土層断面観察により６つの
柱穴で確認した。
SB－９０２０出土遺物（Fig．２４）
　各柱穴から、須恵器、土師器（小皿・坏他）、石製品、鉄片が極く少量出土した。
　１は土師器小皿で、摩滅した小片である。底部ヘラ切り。淡橙褐色で、細砂粒を含み、焼成良好。
SP－９２５３の柱痕跡から出土した。２は土師器小片で、椀か。口縁端部は僅かに外反する。淡黄褐色で、
胎土精良、焼成良好。SP－９２５５掘方から出土。３は黒色土器B類の椀で、小片。内外と口縁端部にミ
ガキを施し、光沢がある。黒色で胎土精良、焼成良好。SP－９２５５柱痕跡から出土した。
　中世前半の建物と考えられるが、遺物が少なく詳細は決めがたい。SK－９００１と同時期か。

掘立柱建物SB－９０２４（Fig．２３）
　SB－９０２０の西側に４m離れて位置する。南北１間、東西２間の東西にやや長い掘立柱建物に復元
したが、西側は調査区外に伸びていく可能性もある。南北長は４６２㎝を測る。東西全長は５１８㎝で、柱
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Fig．２０　I区の遺構配置（１/１５０）と土層略測（１/４０）

① 盛土
①́  客土（ビニール含む）
② 暗灰褐色砂質土（畑耕土）
③ 暗褐色土
④ 暗黄褐色粘質土＋黒色粘質土
⑤ 淡灰青色粘質土（水田耕作土）
⑥ 暗褐色土（水田床土）
⑦ 黒色粘質土（包含層）
⑧ 暗黄褐色粘質土
⑨ 明黄褐色粘質土

※一点鎖線は攪乱
　座標系は昭和４３年建設省告示第３０５９号の規定による第Ⅱ座標系
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Fig．２１　I区の主要遺構配置（木根を除く）（１/２００）
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Fig．２２　掘立柱建物SB－９０２０（１/６０）
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①黒色粘質土（黄褐色粘土粒含む）　柱痕跡
②黒色粘質土（黄褐色粘土粒多く含む／締まる）
③黄褐色粘質土（黒色粘質土粒含む／締まる）
④深黒色粘質土（黄褐色粘土粒含む／締まる）
⑤黄褐色粘質土（鳥栖ローム／地山）

SP−９２５６
①黒色粘質土（黄褐色粘土粒多く含む）　柱痕跡
②深黒色粘質土（黄褐色粘土粒少し含む／締まる）
　柱痕跡
③黒色粘質土

④黒色粘質土（黄褐色粘土粒含む）
⑤深黒色粘質土（締まる）
⑥深黒色粘質土（黄褐色粘土粒含む／締まる）
⑦黄褐色粘質土（地山ほぐし土）
⑧黄褐色粘質土（鳥栖ローム／地山）

SP−９２５５
①黒色粘質土　柱痕跡
②黒色粘質土（黄褐色粘土粒少し含む）
③深黒色粘質土（黄褐色粘土粒多く含む／締まる）
④黄褐色粘質土（地山ほぐし土）
⑤黄褐色粘質土（鳥栖ローム／地山）

SP−９３０１
①黒色粘質土（黄褐色粘土粒含む）
②黄褐色粘質土粒（黒色粘土粒含む）
③暗黄褐色粘質土（鳥栖ローム／地山）
④明黄褐色粘質土（鳥栖ローム／地山）

SP−９２１４
①黒色粘質土（締まりなし）　柱痕跡
②黒色粘質土
③黄褐色粘質土（地山ほぐし土）
④深黒色粘質土（黄褐色粘土粒少し含む／締まる）
⑤暗黄褐色粘質土（鳥栖ローム／地山）
⑥明黄褐色粘質土（鳥栖ローム／地山）

SP−９２６６
①黒色粘質土（黄褐色粘土粒少し含む）
②深黒色粘質土（締まる）
③①に近似し暗い
④暗黄褐色粘質土（鳥栖ローム／地山）
⑤明黄褐色粘質土（鳥栖ローム／地山）
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Fig．２３　掘立柱建物SB－９０２４・９０５５（１/６０）
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間は東から２５７㎝、２６１㎝である。主軸方位
は磁北から７８°東偏する。柱穴掘方の平面
形は円〜楕円形で、径２５〜３８㎝、深さ１０〜
４０㎝を測る。柱痕跡は確認できなかった。
　土器小片が１点出土しているが、図示で
きるものではない。

掘立柱建物SB－９０５５（Fig．２３）
　調査区南端の段落ち付近に検出した。現
状で１間×３間の東西方向の建物であるが、
調査区の西外へ進展する可能性がある。梁
行１間で、桁行は現状で３間である。梁行
全長は３９４㎝。桁行全長は７４２㎝で、柱間は東から２７０㎝、２４５㎝、２２７㎝で、柱間の寸法はSB－９０２０に
近いと言えよう。主軸方位は磁北から８６°西に偏し、ほぼ東西方向を指す。柱穴掘方の平面形はおお
むね円形で、径２０〜５５㎝、深さ１５〜４０㎝である。建物の南半分は段落ちにより削平されているが、柱
穴基底面のレベルも下がっていることから、もともと斜面に立てられた建物であったと考えられる。
柱痕跡は確認できない。
SB－９０５５出土遺物（Fig．２４、PL．９）
　遺物は須恵器、陶磁器などが少量出土した。
　４は須恵器甕の胴部小片である。外面は擬格子タタキか。上から疎らなカキ目を加える。内面は同
心円文の当て具痕が残る。外面黒色、内面淡黄灰色をなす。胎土に砂粒はほとんど含まないが粗く、
焼成良好。SP－９２７７出土。５は明代青花碗の底部片である。見込みと体部外面に施文する。胎土は
僅かに灰色がかった白色で、精良磁質である。青味の強い透明釉で、全体に施釉し、畳付を拭き取る。
１５世紀代。SP－９２７２から出土した。
　中世後期の建物であろう。

⑵　溝状遺構
　溝状遺構はSD－９００２のみである。他に、黒色粘質土（包含層）の上から切り込む直線溝が４条
あったが、畑作時の深耕によるものと思われたため記録はとっていない。
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Fig．２５　溝状遺構SD－９００２出土土器（１/３）

Fig．２４　SB－９０２０・９０５５出土土器（１/３）

1
2 3

4

5
0 10cm

6

7

8

0 10cm



溝状遺構SD－９００２（Fig．２０）
　調査区北半部の中央を蛇行して南北に伸びる浅い窪みである。南北端は調査区壁際で浅くなり消滅
している。水路ではなく、道である可能性が考えられる。最も幅の広い中央部で幅２m、最も深い部
分で０．５mである。掘立柱建物や土坑などの他の遺構とは異なる土質の覆土であり、時期的に他より
下る遺構と考えられる。
SD－９００２出土遺物（Fig．２５）
　弥生土器、須恵器、土師器（小皿・坏・甕類）、須恵質土器、中国産陶磁器（南宋竜泉窯系青磁）、
瓦、石製品が少量出土した。
　６は南宋竜泉窯系青磁碗の小片で、内面に劃花文を入れる。胎土は淡灰色で精良磁質、釉は暗灰青
色で透明である。７は平瓦の小片。湾曲がなく平坦で、やや逆に反る。上面はヘラ状工具によるナデ
調整で布目痕は残らない。下面は不鮮明な斜格子タタキで、降灰を被る。灰青色で、胎土に細かい白
色粒を少量含み、焼成良好、瓦質である。８も平瓦片で、凹面は布目痕の上から軽いヘラ削りを加え
る。凸面は斜格子タタキで一部をナ
デる。側面は雑に面取りする。凹面
灰黒色、凸面灰色をなし、胎土に径
５㎜までの白色粒を少量含み、焼成
良好で瓦質。小口面に炭素が吸着す
る。
　出土遺物は中世前半を主体とする
が、覆土の異なりから近世以降に下
る遺構の可能性が強い。

⑶　井戸状遺構
井戸状遺構SE－９０５３（Fig．２６、PL．７）
　I区南半部東半に検出した。北西
－南東に長い楕円形プランを呈し、
長径１．３m、短径１．０５mを測る。断
面逆台形をなし、開口部でラッパ状
に開く。底面は径４５㎝の円形を呈し
平坦である。遺構検出面から底面ま
での深さは１．５mである。橙色ロー
ム層中で掘削が留まっており、井戸
ではなく深めの土坑である可能性も
考えられる。なお調査時に湧水は認
められなかった。
SE－９０５３出土遺物（Fig．２７）
　弥生土器、土師器、石製品がコン
テナ １/４ 箱出土した。
　９は古式土師器の布留系甕である。
口縁部小片で、摩滅が著しく調整不
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明。灰白色で、胎土に細砂粒を少量含み、焼成良好。１０は古式土師器の二重口縁壷か。口縁部の小片
で、横ナデ調整。淡黄褐色で、胎土に細砂粒を少量含むが精良、焼成不良。１１は在来系甕の口縁部小
片。横ナデ調整。黒〜褐色をなし、胎土に細砂粒を多量に含み、焼成良好。１２は古式土師器の小形甕
か。口縁部の小片で、横ナデ調整。橙褐色で、径３㎜以下の砂粒を少量含むが精良、焼成良好。１３は
底部片で、凸状に厚みを持たせた不安定な平底をなす。摩滅が著しいが外面ナデ調整か。橙褐色で、
径２〜３㎜の砂粒と細砂粒を少量含み、焼成良好。１４は古式土師器の高坏で、脚のみ完存する。外面
は刷毛目調整だが残りが悪い。脚筒内面は横にヘラ削り調整。裾部の四方に穿孔する。淡黄褐色で、
胎土に径４㎜までの粗砂粒を少量含むが精良、焼成良好。
　古墳時代前期の遺構である。

⑷　貯蔵穴
貯蔵穴SK－９０１０（Fig．２８、PL．７）
　I区北半部の北西部に検出した。平面形は東西に長い不整楕円形をなし、長径１．２m、短径０．９５mを
測る。底面は北東－南西に長い楕円形を呈し、長径１．３m、短径０．９mである。壁面は南西側の孕みが
大きいが、他は概ね断面逆台形をなす。遺構検出面から底面まで深さ９０㎝を測る。底面は平坦面をな
し、小さく浅い窪みが１４個認められた。覆土は概ね黒色粘質土である。袋状をなす断面形と覆土から
貯蔵穴と判断したが、若干の疑問が残る。
SK－９０１０出土遺物（Fig．２９）
　図示した土器が出土遺物の全てである。
　１５は須恵器甕の胴部小片で、摩滅している。外面格子タタキ、内面ナデ調整。淡灰色で胎土精良、
焼成良好。１６は内外を黒色に燻した黒色土器B類椀である。摩滅した口縁部小片で、内面にヘラミガ
キを施すが、ミガキの単位と方向は不明である。胎土に細砂粒を少量含むが精良、焼成良好。
　遺構の形状と覆土から弥生時代前期の貯蔵穴と考えた。しかし、出土遺物には古代のものが含まれ
ており、木根などからの混入遺物と考えることもできるが、古代の土坑あるいは落とし穴の可能性も
残しておきたい。 
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Fig．２８　貯蔵穴SK－９０１０（１/４０）
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Fig．２９　SK－９０１０
　　　　出土土器
　　　　（１/３）

① 黒色粘質土（黄褐色粘土粒少し含む）
② ①に近似しやや明るい
③ 暗褐色粘質土（黄褐色粘土粒含む）
④ 黄褐色粘質土
⑤ 黒色粘質土（①よりやや暗い）
⑥ 暗褐色粘質土
⑦ 暗褐色粘質土（⑥より暗い）
⑧ 黄褐色粘質土
⑨ 黄褐色粘質土（鳥栖ローム）
⑩ 橙色粘質土（粘性弱い・八女粘土／地山）



⑸　落とし穴状遺構（土坑）（Fig．３０）
　I区の北半部を北西〜南東に斜断するように弧状に並ぶ土坑を検出した。あたかも、けもの道に沿
うように並ぶこと、周囲に木根状の小ピットが群在すること、底面が平坦でなく傾斜するものがある
ことなどから、落とし穴ではないかと考えた。検出した遺構の状況では落とし穴とするには深さが不
足している感があるが、検出面は鳥栖ローム上面であり、この上層には黒色粘質土と、黒色土から
ロームへ漸移する層がかなり厚く堆積していることから、本来は少なくとも現在の倍以上の深さを有
していたものと想定される。各土坑の出土遺物には一部中世土器が混入するが、おおむね古式土師器
で占められており、古墳時代前期の遺構と考えられる。
　
土坑SK－９００８（Fig．３１、PL．８）
　調査区の西端に検出した。一連の遺構の北西端に位置する。北西－南東方向に長い隅丸長方形プラ
ンで、長径２．１m、短径０．５mを測る。断面逆台形をなし、南東側短辺および南西側長辺の一部が段を
なして落ちる。遺構面から底面までの深さ４０㎝、底面は平坦で、壁沿いに４つの浅い小穴があるが木
根であろう。遺構覆土は黒色粘質土で自然に埋没したものと考えられる。
SK－９００８出土遺物（Fig．３２）
　弥生土器、古式土師器、石製品、鉄片がコンテナ １/２ 箱出土した。
　図示した土器は全て古式土師器である。１７は小形の甕か。胴内面ヘラ削りで、口縁内外横ナデ調整。
暗橙色をなし、細砂粒を少し含むが精良、焼成不良で破面が黒色をなす。１８は布留系甕の口縁部小片。
外面に横ナデ痕が残るが、内面は器壁が一枚剝落し本来の厚みではない。黒〜淡灰色で、細砂粒多量
と雲母粒を含み、焼成良好。１９は甕である。頸部から丸く屈曲して口縁が開き、やや外反する。胴内
面ヘラ削り調整だが、他は器壁が完全剝落し調整不明。橙褐色で、胎土に径４㎜までの粗砂粒や雲母
粒が混じった細砂粒を多量に含み、焼成良好。２０は二重口縁壷とみられる。摩滅するが端部に剝落痕
が認められ、すぐ内側を横ナデし窪ませる。頸外面の一部に刷毛目痕が残るが、他は摩滅して調整不
明。橙褐色で、胎土に細砂粒多量とカクセン石を含み、焼成良好。２１は壷で、口縁が外反して伸び、
頸部に三角形突帯を貼付する。摩滅のため調整不明だが、肩部内面に指押え痕が残る。外面黄褐色、
内面黒色。径４㎜以下砂粒多量と暗赤色粒を含み、焼成不良。２２は高坏の口縁部で、小片のため図の
傾きは不確実。外面に指押え後、刷毛目調整を加える。内面は摩滅する。淡橙褐色で、胎土精良で植
物繊維の圧痕が残る。焼成やや不良。２３も高坏の口縁部小片。外面は摩滅するがヘラミガキ又は丁寧
なナデ調整か。内面は粗い刷毛目でヘラミガキを加えたか。口縁端部は横ナデ調整。橙色で胎土精良、
焼成良好。２４は高坏の脚部である。脚を坏底に差し込んで接合する。外面は摩滅。内面は筒部がシボ
リ→ヘラ整形、裾部に微かに刷毛目痕が残り、四方に透孔がある。透孔は外から開けている。赤橙色
で胎土精良、焼成良好。２５は鉢で厚手。１/２ 弱が残る。底部は丸く、体部との境に稜をつくる。外底
刷毛目調整で、体部との境にヘラ削りを施す。他は調整不明。橙褐色、細砂粒を多量に含み、焼成や
や不良。２６は小形丸底で、小片のため図の傾きは不確実。外面を荒いヘラ削り、内面を刷毛目後ナデ
調整、口縁内外を横ナデ調整。口縁内面に横のヘラミガキを加える。にぶい淡橙色、胎土精良で細砂
粒を少量含み、焼成不良で破面が黒色をなす。胴下半に黒斑がある。２７は鉢か。口縁部小片で、緩く
外屈して開く。摩滅するが横ナデ調整で、外面に軽くヘラミガキを加える。褐色で、胎土に細砂粒を
少量含み、焼成良好。　
　古墳時代前期の遺構である。 
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Fig．３０　落とし穴状遺構の配置（１/２００）
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Fig．３１　落とし穴状遺構SK－９００８・９００９・９０１１・９０１６・９０１７・９０２２（１/４０）
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土坑SK－９００９（Fig．３１、PL．８）
　SK－９００８の南東に３．３mの間を置いて位置する。北西－南東の隅丸長方形プランで、南東短辺は木
根により荒らされている。長径１．１m、短径０．３m。断面逆台形をなし、深さ２０㎝。底面は平坦で、小
ピットがあるが木根であろう。遺構覆土は黒色粘質土である。土器小片６点が出土したが、図化でき
るものはない。

土坑SK－９０１１（Fig．３１、PL．８）
　SK－９００９の南東に３．９mの間隔を置いて位置する。隅丸長方形プランで北西－南東に長く、北西短
辺は木根により荒らされている。長径１．６m、短径０．７m。中央の１．３×０．３mの範囲が２０㎝ほど低い。
遺構検出面から底面までは３０㎝。遺構覆土は黒色粘質土を主体とする。中世土師器小皿・坏や石製品
等が９点出土したが図示できない。中世土師器は木根からの混入品か。

土坑SK－９０１６（Fig．３１、PL．８）
　SK－９０１１南東に９．０mとやや間隔を置いて位置する。東西方向に長い隅丸長方形プランで、東短辺
は木根に荒らされている。長径１．６m、短径０．５m。断面逆台形で、深さ２０㎝。底面はほぼ平坦で、小
ピット等はない。遺構覆土は底面近くにロームほぐし土が薄く堆積するほかは黒色粘質土である。
SK－９０１６出土遺物（Fig．３２、PL．９）
　図示した１点のみが出土した。２８は器種不明の土器片。壷の底部に似ているが、内底にシボリ痕が
ある。内面は指頭によるナデで、シボリ痕にヘラナデを加える。外面はかなり精緻なヘラミガキを施
しており、炭素が吸着して黒色をなす。内面暗橙褐色。胎土に細砂粒を少量、カクセン石を僅かに含
み、焼成良好。器種不明ながら、朝鮮半島系の無文土器の可能性もあろう。
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Fig．３２　SK－９００８・９０１６出土土器（１/３）
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土坑SK－９０１７（Fig．３１、PL．８）
　SK－９０１６の南東に５．５mの間隔を置いて位置する。北西－南東方向に長い不整楕円形プランで、長径
１．３m、短径０．４m。底面は南東に傾斜して深く、横穴状をなす。遺構面から最深部まで７０㎝と一連の
遺構中では最も深い。遺構覆土は黒色粘質土を主とする。土器小片が３点出土したが、図示できない。

土坑SK－９０２２（Fig．３１）
　SK－９０１６とSK－９０１７の間に位置する。他の一連の土坑と主軸を異にし、落とし穴状遺構に含まれ
ない可能性もある。南北に長い不整な隅丸長方形プランで、木根による攪乱が著しい。長径２．１m、
短径０．５m。断面形は南に深い逆台形状を呈し、遺構面から底面まで４０㎝を測る。遺構覆土は他の落
とし穴状遺構と同じく黒色粘質土を主体とする。土器小片が２点出土したが図化できる土器はない。

⑹　その他の土坑
土坑SK－９００１（Fig．３３、PL．７）
　調査区の中央西よりに検出した。土坑SK－９０２３を切る。東西に長い不整な隅丸長方形プランで、
長径３．０m、短径１．９m。断面逆台形で、深さ１５㎝。底面平坦で西側が一段高い。底面に浅い小ピット
がいくつかあるが、木根である可能性が強い。遺構覆土は黒色粘質土である。
SK－９００１出土遺物（Fig．３４、PL．９）
　須恵器、土師器（小皿・坏・丸底坏他）、中国産陶磁器（宋代白磁、陶器）、石製品、鉄片がコンテ
ナ１箱出土した。
　２９〜３４は土師器小皿で底部ヘラ切り離し。一部を除き胎土精良で、焼成は全て良好。２９は炭素が吸
着して全体が黒色をなす。口径９．４cm、器高１．０cm。３０は淡黄褐色。口径９．６cm、器高１．３cm。３１は
淡灰色で胎土に細砂粒を少量含む。口径１０．０cm、器高１．３cm。３２は淡灰色で炭素吸着し外底が黒色
をなす。口径１０．０cm、器高１．０cm。３３は淡黄褐色。口径１０．４cm、器高０．９cm。３４は外底に板状痕が
あり、淡黄褐色、胎土精良、焼成良好。口径１０．４cm、器高１．１cm。３５〜４０は土師器椀で底部ヘラ切
り。撥形に開く高台を付け横ナデ調整する。一部を除き胎土精良で、焼成は全て良好。３５は高台が細
く高い。淡灰〜淡黄褐色。３６も高台が細く高い。淡黄褐色、細砂粒を多量に含む。３７は内面にヘラミ
ガキがあるが不明瞭。淡黄褐色。３８は淡黄褐色、胎土精良で細砂粒を少量含む。。３９は摩滅が著しい。
淡灰色。胎土精良で細砂粒を少量含む。４０も摩滅著。高台は低い。径２〜３㎜砂粒を少量含むが精良。
　４１は宋代広東産白磁鉢小片で、体外面に蓮弁文、内面に片切り彫りの劃花文を施す。胎土は白色で
黒色微粒子含むが精良磁質。僅かに黄緑がかった透明釉を表裏に施す。４２は無釉陶器の底部で、植木
鉢か。混入遺物であろう。
　１１世紀後半の遺構であろう。

土坑SK－９０１４（Fig．３３）
　調査区北東隅に位置する。第１０次調査A区検出のSK－１０５１・SK－１０５７（中世）と同一の遺構で、
アミ部は調査済みである。同調査ではSK－１０５１→SK－１０５７の切り合いと報告されているが、今回の
調査では範囲が狭く切り合いは不明。隅丸方形の整ったプランをなし、東西３．０m、南北２．６mを測る。
深さは１５㎝と浅く、底面は平坦である。南側（第１０次調査のSK－１０５１）が一段低い。
　須恵器、土器小片が計４点出土しているが図化可能なものはない。第１０次調査では、南側のSK－
１０５１（古）から中世土師器皿と同安窯系青磁皿、北側のSK－１０５７（新）から須恵器片が出土している。
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Fig．３３　土坑SK－９００１・９０１４・９０１８・９０１９・９０２３・９０５１・９０５２（１/４０）
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土坑SK－９０１８（Fig．３３）
　調査区中央の東壁際に検出した。隅丸長方形プランで、１．３m×０．９m。断面逆台形で深さ１５㎝。底
面は南側へ僅かに傾斜する。遺構覆土は黒色粘質土。土器小片３点が出土したが、図示できない。

土坑SK－９０１９（Fig．３３、PL．８）
　SK－９０１８の南東１mの調査区壁際に位置する。北西－南東に長い楕円形プランとみられるが、東
側は調査区壁にかかる。現状で長径１．４m、短径０．７m。底面は皿状に窪み、北西側が深く、ピットが
重複する。底面の深さ３５㎝、ピットの深さ５５㎝。遺構覆土は黒色粘質土の単純層である。
SK－９０１９出土遺物（Fig．３４）
　弥生土器など５点が出土した。４３は甕の頸部片で、「く」字形に屈曲し、内外とも明瞭な稜を持つ。
胴外面は縦刷毛目にナデを加え、内面は斜刷毛目。口縁は内外とも横ナデ調整。淡黄褐色で、細砂粒
を極めて多く含み、焼成良好。弥生時代後期〜古墳時代前期の在来系甕であろう。

土坑SK－９０２３（Fig．３３）
　調査区のほぼ中央、SK－９００１の東に接し、これに先行する。不整円形プランを呈し、径０．７〜０．８m。
東辺が一部段状に下がるが断面逆台形をなし、遺構検出面から底面までの深さ６０㎝で、底面は平坦。
遺構覆土は黒色粘質土を主体とする。遺物は全く出土しなかった。

土坑SK－９０５１（Fig．３３）
　調査区南端部の削平された一段低い面に検出した。位置的には一連の落とし穴状土坑の延長線上に
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Fig．３４　SK－９００１・９０１９・９０５２出土土器（１/３）

29

30

31

41

32

33

34

42

37

36

35 38

39

40

43

45
44

46
0 10cm

SK－9001

SK－9019

SK－9052



あるが、レベル差があること、主軸が異なることから除外した。東西に長い不整な楕円形プランで、
２．４m×０．７m。遺構面から底面まで２０㎝で、底面にはゆるい起伏がある。遺構覆土は黒色粘質土であ
る。石製品１点が出土したのみである。

土坑SK－９０５２（Fig．３３、PL．７）
　調査区南東部の段落ち際に位置する。東側は削平され木根により攪乱されるが、おおむね円形プラ
ンで、径６５㎝。断面逆台形をなし、遺構面から底面まで深さ６０㎝で、底面平坦である。遺構の上層か
ら古式土師器片がまとまって出土した。遺構覆土は黒色粘質土であった。
SK－９０５２出土遺物（Fig．３４、PL．９）
　古式土師器が１３点出土した。図示した土器は全て古式土師器である。
　４４は布留系甕で、口縁部小片。口縁は内湾し、内外横ナデ調整。淡灰褐〜淡橙褐色で、胎土に細砂
粒・雲母粒を含み、焼成良好。４５も布留系甕の口縁部小片。器壁が完全に剝落する。黄白色で細砂粒
を含むが精良、焼成良好。４６は頸の締まった壷で、摩滅が著しい。胴外面は板状工具によるナデ調整
か。内面はヘラ削りとみられ、粘土帯の積み上げ痕が残る。橙褐色で、径２〜３㎜の粗砂粒と細砂粒
を少量含み、焼成良好。SE－９０５３出土遺物と接合する。
　古墳時代前期の遺構である。

⑺　その他の出土遺物
土器（Fig．３５）
　４７は弥生土器甕の口縁部小片で、口縁は断面逆三角形をなし上面平坦。頸部に沈線１条を回す。摩
滅が著しい。SP－９１６７出土。４８は古式土師器甕で、口縁端部が内に肥厚する。胴内面ヘラ削り、頸内
面横刷毛目→横ナデ。胴外面から口縁内面にかけて横ナデ調整仕上げ。SP－９２４５出土。４９は古代の土
師器甕の口縁部小片で、体部内面ヘラ削り、口縁内外横ナデ調整か。SP－９１１２出土。５０は古式土師器
の高坏で、脚のみ残る。坏底に差し込み接合し、裾部の四方に外から透孔を入れる。外面全体と底部
内面に粗刷毛目調整を施した後、底端部に横ナデを加える。脚筒内面はシボリ痕をヘラ状工具で調整
する。SP－９００７出土。５１は土師器の把手か。小形品。摩滅しており調整不明。南東部検出面出土。５２
は古代の土師器甑把手で、摩滅する。SP－９２０６出土。
　５３は須恵器坏蓋で、口縁端部は丸い。天井部はヘラ切り離し後、１/２ 強に回転ヘラ削りを施す。短
い沈線で４本以上のヘラ記号を加える。ロクロ回転は時計回り。SP－９２３２出土。５４も須恵器坏蓋で、
小片。端部は丸い。SP－９１３７出土。５５も須恵器坏蓋小片で端部は丸い。SP－９２２０出土。５６も須恵器坏
蓋小片で端部は丸い。天井部はヘラ切り離しのまま未調整か。SK－９０２１出土。５７は須恵器坏身で小
片。蓋受けの返りは短く内傾する。外底回転ヘラ削り。北半検出面出土。５８は須恵器甕の口縁部小片。
SP－９１６１出土。５９は赤焼け土器か。口縁端部もしくは脚端部の小片。横ナデ。SP－９２７４出土。６０は土
師器小皿で、底部ヘラ切り。SP－９２１５出土。６１も土師器小皿で、底部糸切りで板状痕残る。口縁部に
油煙が付着し灯明皿である。SP－９３０８出土。６２は土師器椀で、底部のみ完存。底部ヘラ切りで、高台
は細く高く撥状に開く。SK－９０１５出土。
石器・銅製品（Fig．３６）
　６３〜６６は打製石鏃である。６３は縄文時代早期の鍬形鏃で、左脚を欠損後に再加工を施している。表
裏に素材となった剝片の剝離面を僅かに残し、縁辺から細かく丁寧な剝離を施す。漆黒色半透明黒曜
石。SP－９２７６出土。６４も早期の石鏃か。脚は鋭利な三角形をなす。漆黒色でやや半透明の黒曜石。
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SP－９１０５出土。６５は素材となった剝片のエッジを大きく残す狭義の剝片鏃である。縦長剝片の打面側
を基部に加工し、先端にも加工を施す。漆黒色半透明黒曜石。北西部検出面出土。６６は表裏に素材の
剝離面を残すが。エッジは左下の一部にしか残らない。漆黒色半透明黒曜石で節理が入る。I区南半
部の黒色粘質土から出土した。６７は砥石で、正面の砥面以外は全て破面である。SE－９０５３出土。
　６８は銅製品で、外径８㎜の環状をなすが、左上に１㎜ほどの間隙があり閉じていない。上側と右側
に突起を付け、右側の突起は手前に突出する。何らかの製品の一部と考えられる。SP－９１３９出土。
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Fig．３６　I区出土の石器・銅製品（６７は１/２、他は１/１）

Fig．３５　その他の出土土器（１/３）
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⑻　旧石器時代包含層の調査（Fig．３７・３８、PL．９）
　Ｉ区北半部において、柱穴などから黒曜石チップが出土したため、地山土である鳥栖ロームを掘り
下げて旧石器時代の調査を行った。グリッドは５×５ｍを基本として、５ヶ所に設定した。Fig．２０の
土層図に示すように黒色粘質土の下に鳥栖ローム上位の暗黄褐色粘質土が厚さ１０cmほど残っており、
遺物はこの直下の明黄褐色粘質土の上部から出土した。出土レベルは図に標高で示した。出土した石
器はナイフ形石器１、原の辻型台形石器２、細石刃？１、スクレイパー１、使用痕のある剝片２、剝
片３、及びチップ４で、剝片２とチップ２以外は全て黒曜石である。ただし、他にも陶磁器片を含む
土器小片等がロームから出土しており、木根等による攪乱を受けていると考えられる。
　７９は原の辻型台形石器である。素材は寸詰まりの短い剝片とみられる。剝片の打面を基部の右側と
し、背面から急角度の剝離で打面を除去し、対面の左側は腹面から急角の剝離を施す。基部は平坦剝
離で整える。上辺は素材剝片のエッジが残り、菱形を呈する。漆黒色の半透明黒曜石を用いる。８０も
原の辻型台形石器である。素材は打瘤の厚い短い剝片か。打面側は背面から、対面は腹面から急角剝
離を施し、基部背面に打面側から平坦剝離を加える。上辺は素材のエッジが残り、使用によると見ら
れる刃こぼれがある。パティナが厚いが、僅かな破損部から漆黒色黒曜石と思われ、流理が入る。８１
はナイフ形石器である。上半部を失うが縦長剝片を素材に用い、左側辺に腹面側からブランティング
を施す。右側辺には使用によると思われる軽微な刃こぼれが認められる。漆黒色の不透明黒曜石で、
灰褐色帯が入り節理がある。パティナは薄い。８２は細石刃か。上下を折り取っており、上端は腹面側
から加力して折るが下端は方向不明。背面の稜に擦痕がある。左側辺は発掘時の破損である。薄い黒
色の黒曜石でパティナが著しい。８３はスクレイパーである。左側辺から下辺にかけて角度のある二次
調整を施し、主要剝離面を平坦剝離により薄く剝ぎ取る。漆黒色の不透明黒曜石でパティナが著しい。
８４は使用痕のある剝片である。分厚い縦長剝片で、右側面は礫面が残る。打面は残らない。左側辺の
上部に使用痕がある。漆黒色半透明黒曜石で弱いパティナを被る。８５も使用痕のある剝片である。縦
長の剝片で、上部は折られている。左側辺の上半に使用痕がある。漆黒色不透明黒曜石。８６は剝片で
ある。小さな打面が残り、下端は腹面から力を加えて折っている。漆黒色半透明黒曜石。８７も剝片で、
上部は折られる。左側面は礫面が残る。安山岩でパティナが著しい。８８は小剝片である。打面調整が
ある。サヌカイトでパティナがかなり発達する。図化していないが、他に４点のチップ（砕片）があ
る。以上の旧石器時代遺物については吉留秀敏氏のご教示を得た。

３．小結
　調査区は北西〜南東に長い方形で、南端部は台地が落ち、開田時に削平されて遺構はほとんど残ら
ない。大半の遺構は台地上で検出しており、弥生時代とみられる貯蔵穴１（SK－９０１０）、古墳時代前
期の井戸１（SE－９０５３）、隅丸長方形プランの落とし穴と考えられる土坑６（SK－９００８・９００９・
９０１１・９０１６・９０１７・９０２２）・土坑２（SK－９０１９・９０５２）、中世前半の掘立柱建物１（SB－９０２０）・土坑
２（SK－９００１・９０１４）、中世後半の掘立柱建物１（SB－９０５５）の他、出土遺物が少なく詳細時期不
明の掘立柱建物１、土坑３がある。掘立柱建物は全て中世に属する可能性が高いと考えている。これ
らの遺構以外に台地上全域に小ピットが多数あるが、これらは形状から木根と考えられ、倒木痕とみ
られる大型土坑も確認している。これらの木根や倒木痕は、一帯がかつて森林であった景観をうかが
わせ、この中に一列に並ぶ古墳時代前期の規格的な長方形土坑は、けもの道に仕掛けられた落とし穴
と考えることもできよう。中世の土坑や掘立柱建物柱穴はこれらの木根を切っており、古代末から中
世には森林樹木が伐採されて、集落が開かれたと考えられる。
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Fig．３７　旧石器時代遺物の出土位置（1/150）



　また、台地部分に残る鳥栖ロームの一部を掘り下げた結果、黒曜石や安山岩の石器類が少量出土し
た。黒曜石製石器にはナイフ形石器や原の辻型台形石器などがあり、ＡＴ降灰後の後期旧石器時代後
半期のものと考えられる。また１点のみだが旧石器時代終末期の細石刃の可能性のある石器も出土し
た。旧石器時代遺物は第１０次Ｂ区、第１１次Ｆ区（Fig．３９－８９のナイフ形石器）でも出土しており、五
十川遺跡の台地南端縁辺部を中心に当該期の遺跡が展開する可能性が高い。
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Fig．３８　旧石器（1/1）
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PL．６

２．I区北半部全景（北西から）

１．I区南半部全景（北西から）
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１．掘立柱建物SB－９０２０北半部（北西から） ２．掘立柱建物SB－９０２０南半部（北西から）

３．井戸SE－９０５３（南西から） ４．貯蔵穴SK－９０１０（東から）

５．土坑SK－９００１（北から） ６．土坑SK－９０５２（東から）

PL．７
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１．落とし穴状遺構SK－９００８（南東から） ２．落とし穴状遺構SK－９００９（北西から）

３．落とし穴状遺構SK－９０１１（北西から） ４．落とし穴状遺構SK－９０１６（北西から）

５．落とし穴状遺構SK－９０１７（北西から） ６．土坑SK－９０１９（南西から）

PL．８
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１．旧石器時代包含層グリッド（北から） ２．旧石器時代包含層グリッド（北から）

５．I区出土遺物（縮尺不同）

PL．９

　３．I区南端のトレンチ調査（南東から） ４．I区作業風景（北西から）

５

２８４１
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第五章　F・G区の調査（補遺）

１．調査の概要（Fig．５）
　第１１次調査Ｆ・Ｇ区については前年度に調査報告書を刊行し、Ｆ区では弥生時代の集落と墓地、古
墳時代前期の集落（竪穴住居、土坑）、古代の溝、中世の集落、Ｇ区では弥生時代前期後葉～中期初
頭の円形竪穴住居などについて報告を行った。しかしながら、各遺構から出土した石器のうち黒曜石
製石器については紙数と整理期間の関係で掲載することができなかったため、本年度に追加して報告
するものである。
　黒曜石製の剝片石器は、弥生時代～中世にわたる各遺構から出土しているが、本来は弥生時代の遺
構に伴うものと考えられる。Ｆ・Ｇ区の弥生時代遺構は、①前期前葉（板付Ⅰ式新段階）から中葉
（板付Ⅱａ式）に貯蔵穴・土坑などの遺構が出現し、②前期後葉（板付Ⅱｂ式）をピークとして貯蔵
穴が環状に多数造られるとともに、竪穴住居・土坑からなる集落と木棺墓・土壙墓からなる墓地が営
まれ、③前期末・中期初頭～前葉に竪穴住居・小溝・土坑からなる集落と甕棺墓が近接して営まれる、
という推移をたどる。この後、弥生時代中期中葉から後期の遺構・遺物は全く見ることができず、次
の古墳時代前期まで空白期間がある。よって、黒曜石製石器は弥生時代中期前葉以前の遺構に伴うも
のと考えられる。
　なお、Ｆ区・Ｇ区は調査区画が分かれたが近接する一連の遺跡であり、遺物はまとめて報告する。

２．黒曜石製石器（Fig．３９～５０）
　出土した黒曜石は、遺構ごとに小袋に入れ、深さ１０㎝のコンテナにぎっしり詰めて１１箱を数える。
そのほとんどは不整形の剝片と砕片（チップ）である。これら全てを観察し、石鏃など二次加工のあ
る石器は全て選出し、一部を除いて図化した。剝片と石核については、弥生時代前期～中期の遺構に
伴ったものを優先的にピックアップして一部を実測したが、全体量からみればごく一部にすぎず、資
料が膨大な量にのぼるため、実測していない遺物については詳細な検討を加えることができなかった。
実測・掲載した石器は１０６点である。
　石材は全て漆黒色の黒曜石で、不透明なもの、半透明なもの、帯状に半透明なもの等があり、不純
物や節理の有無など小異があるが、原礫表皮などの肉眼観察では全て腰岳産の黒曜石と見られる。一
部に長崎産と思われるやや白濁した黒曜石があるが１％未満（コンテナ１１箱の内３点）と極めて少な
い。また、旧石器時代のナイフ形石器、縄文時代早期と見られる石鏃などがあり、古い時期の黒曜石
が若干混入している。黒曜石製石器には石鏃・石錐・二次加工のある剝片・使用痕のある剝片があり、
その他に剝片・砕片・石核がある。
　８９はナイフ形石器である。縦長剝片の右辺に腹面側から急角度のブランティングを加える。打面は
小剝離を加えて除去する。左辺の下半に微細な刃こぼれがある。Ｆ区南端部のピットから出土した。
９０は表裏に平坦剝離を加えて形を整えた石器で、パティナの具合から旧石器の可能性が強い。Ｆ区北
半部のピットから出土した。
　９１～１２２は打製石鏃である。９１は縄文時代早期の石鏃で、基部の抉りが深く、脚端が尖る。パティ
ナが著しく剝離の観察が困難である。石鏃は全体的にみても小さなものが多く、特に９２～９４は先端部
を欠損するが長さ１．６～１．８㎝と小さい。１０６～１１２は基部の抉りがほとんどない平基式で、１１３・１１４は
逆に基部が若干突出する。１１５～１２１は素材となった剝片の剝離面を表裏に残す広義の剝片鏃、１２２は
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Fig.３９　黒曜石製石器Ⅰ（１/１）
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Fig.４０　黒曜石製石器Ⅱ（１/１）
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Fig.４１　黒曜石製石器Ⅲ（１/１）
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Fig.４２　黒曜石製石器Ⅳ（１/１）
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Fig.４３　黒曜石製石器Ⅴ（１/１）
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Fig.４４　黒曜石製石器Ⅵ（１/１）
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Fig.４５　黒曜石製石器Ⅶ（１/１）
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Fig.４６　黒曜石製石器Ⅷ（１/１）
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Fig.４７　黒曜石製石器Ⅸ（１/１）
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Fig.４８　黒曜石製石器Ⅹ（１/１）
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Fig.４９　黒曜石製石器Ⅺ（１/１）
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Fig.５０　黒曜石製石器Ⅻ（１/１）

191

193

192

1940 3cm



剝片のエッジを残す狭義の剝片鏃で縄文時代後・晩期の石器である。図化していない石鏃が１０点あり、
石鏃は計４２点を数える。未図化の石鏃は全て破損品である。また、９１・１２２以外にも縄文時代の石鏃
が含まれている可能性がある。
　１２３・１２４は石錐で、１２３は背面に原礫面を残す厚い剝片を、１２４は薄い剝片を用いる。
　１２５～１４４は二次加工を施した剝片である。１２５は小剝片の表裏に平坦剝離を施したもので、不整三
角形だが鏃に含めてよいかもしれない。１２６は剝片の表裏に二次小剝離を加えて長方形に整えた製品
で、裏面に表皮を残す。１２７も表裏に二次剝離を加えるが、素材の剝離面が残り湾曲する。１２８は腹面
の三方に剝離を加え打面は除去し、上辺はノッチ状にする。１２９・１３０は下辺の背面側に急角剝離を加
え、側辺の腹面側を加工してノッチ状とする。１３１は左右側辺の腹面側に、１３２は右側辺の腹面側に小
剝離を施す。１３３は左辺が背面、右辺が腹面に加工する。１３４は主に腹面に平坦剝離を入れる。１３５は
右辺の表裏と左辺腹面に、１３６は右辺の腹面に小剝離を入れる。１３７は左・下辺に急角の剝離を施す。
１３８は左辺腹面に二次剝離をひとつ入れ、右辺と下辺には使用痕がある。１３９は剝片下辺の背面に、
１４０は左右辺の背面に、１４１は右辺下端のみに二次加工を施す。１４２は左辺と右上辺に急角の剝離があ
り、他の辺には使用痕がある。１４３は下辺の腹面側から急角剝離を入れ、使用痕が重なる。１４４は左辺
の腹面側に平坦剝離を施す。１４５～１５９は使用痕のある剝片である。１４７は二重パティナを被る。１６０～
１７１は縁辺に僅かな刃こぼれがあるが、使用痕か疑わしい。１７２～１８２は剝片で、１８１・１８２はファース
トフレイクである。１４５～１８２の剝片は膨大な量の出土品の中から任意に選出した。
　１２５～１８２の剝片のうち、打面が観察できるものは４４点で、うち３７点が自然面打面、１点が自然面の
点打面、６点が平坦打面で、打面調整を行うものは全くない。剝片の最大長は２．５㎝以下が３点、２．６
～３㎝が９点、３．１～３．５㎝が１３点、３．６～４㎝が同じく１３点、４．１～４．５㎝が７点、４．６～５㎝が４点で
ある。未図化の剝片を含めた全体的な特徴として、きれいに抜けたフリーフレイキングの剝片が少な
く、階段状剝離を起こすか途中で折れているものが目立つ、分厚い剝片が多い、寸詰まりの剝片が多
い、原礫表皮の付いた剝片が多い、などの点があげられる。
　１８３～１９１は石核である。石核は約２００点が出土している。任意に選出して分類し９点を図示した。
原材となった黒曜石は角礫とみられ、石核の大半には原礫の表皮面が残り、残らないものは僅かであ
る。打面調整を加えるものはなく、最初に礫面を打面として剝離作業を行い、次いでその剝離面を打
面として別方向へ剝離を行うという作業を繰り返したと考えられ、結果として複数の打面・複数の剝
離作業面を有するものが多い。１８９～１９１はその典型であり、特に１９１は上→右上→左下と打面を頻繁
に変えて剝離作業を行い、最後は左側面が折れて石核を廃棄している。この他に剝離面の中央に打撃
を加えた無法な石核も数点ある。しかしながら、１８３～１８５、１８７・１８８のように側面に残るチップ状の
小剝離を除けば、背面を意識して主に片側から剝離を連続して行ったものもあり、一方向に剝いでい
こうとする意識を持った剝片剝離も行われたと考えることができる。
　１９２～１９４は原礫である。いずれも１ヶ所に打ち欠きがあり、採集時等に材質のチェックを行ったの
であろう。１９２は長さ６．２㎝と大形で、１９４も剝片状だが長さ６．７㎝を測る。しかし１９３のように長さ３．５
㎝の小振りのものもあり、他に２㎝大の原石も出土している。
　石核と剝片に見られる剝片剝離の進めかたは１点１点が異なり、打面転移を繰り返して剝片が取得
可能なところは全て叩いている感がある。生み出された剝片は長さ３㎝前後のものが最も多く、石核
の大きさに対応しており、これらの剝片は石鏃・石錐・二次加工のある剝片、使用痕のある剝片など
に使用されている。しかしこれとは別に、１８３や１８４・１８６のように方形角礫を故意に横位に用いて短
辺を作業面とし、長さ２㎝未満の短い剝片を取った石核が存在している。これらは長辺を作業面にす
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れば縦長剝片の取得も可能であろうと思われるので、明らかに短い剝片を取得することを目的にした
と考えられる。最も小さい石鏃は長さ１．６㎝のものがあるが、この石核から得られた剝片ではこの素
材にすら適さないであろう。

３．その他の石器（Fig．５１）
　１９５～２０１は安山岩製の剝片石器である。１９５・１９６は打製石鏃で、１９５は左脚端を僅かに欠く。１９７は
長身の石鏃もしくは石錐、１９８は石槍か。１９９は表裏両面に小剝離を施した石器で、下端は少し折れて
いる。２００は寸詰まりの剝片の上下に二次剝離を加え、打面は除去する。スクレイパーか。２０１は縦長
剝片で、右側辺に軽微な使用痕がある。
　２０２は磨製石鏃である。小剝離で形を整えた後、アミで示した部分に研磨を施している。頁岩か。
Ｆ区出土の磨製石鏃はこれを加えて３点となった。２０３は石庖丁の小片である。Ｆ区出土の石庖丁は、
この１点を加えて１３点、未製品２点を数える。
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Fig.５１　その他の石器（１/１）
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第六章　おわりに　－都市計画道路　御供所井尻線建設地内の調査から－

　五十川遺跡第１０・１１・１３・１４次調査の概要はTab．１にまとめたが、ここでは各時期に分けて遺構の
概要を整理しておきたい。
旧石器時代・縄文時代
　Ｂ区、Ｆ区、Ｉ区で旧石器が出土した。Ｂ区では剝片類、Ｆ区ではナイフ形石器が後世の遺構から
出土した。Ｉ区では黒曜石が出土した地点を中心にグリッド５ヶ所を設けた結果、ローム層から原の
辻型台形石器・ナイフ形石器・細石刃？・スクレイパー等が出土し、特に北西部に原の辻型台形石器
や剝片類が集中する傾向が伺えた。各調査区は台地の南端部分に相当しており、おそらく五十川遺跡
では台地縁辺に沿って旧石器時代遺跡が展開していると考えられる（ただしＥ区ではロームを掘り下
げたが成果なし）。これらの石器群はAT降灰後の後期旧石器時代後半期のものと考えられるが、細
石刃の可能性のある石器も１点出土しており、終末期にも遺跡が展開した可能性がある。
　縄文時代の遺物には、早期とみられる黒曜石製打製石鏃（Ｉ区）、中期頃の蛇紋岩製磨製石斧（Ｆ
区）、後期を中心に盛行する黒曜石製剝片鏃（Ｉ区）、晩期の粗製深鉢形土器（Ａ・Ｃ区）等が出土し
たが、明確な縄文時代遺構は認められない。
弥生時代（Fig．５２）
　弥生時代遺構は今回調査の主体をなすものである。まず前期の遺構を北から見ていくと、Ｅ区・Ｃ
区・Ｆ区北半では貯蔵穴・方形住居が点在する状況を示すが、調査区が細長いため本来の遺構の分布
状況は分からない。貯蔵穴はいずれも２基がペアとなり、多量の炭化米を出土するものがある。Ｆ区
南半には貯蔵穴が環状ないし馬蹄形に集中する部分が認められ、この環状貯蔵穴の周りには円形住居
があり、北西側には木棺墓を主体とする墓地がある。墓地は沖積地に面する丘陵端部に造られている。
未調査区を挟んだ南側のＢ・Ｄ区では断面逆台形の溝をそれぞれ検出しており、つながって環溝とな
る可能性が強い。この環溝の内部では貯蔵穴３基を確認している。さらに遺構は環溝の南側にも点在
するが極めて薄く、前期遺構の分布は環溝以北が中心となるとみられる。これらの遺構の出土遺物に
は板付Ⅰ式新段階の土器も含まれるが、本格的な遺構の開始時期は次のⅡａ式段階に位置づけられ、
Ⅱｂ式段階の遺構が最も多い。貯蔵穴から出土した炭化米や石庖丁などから周辺低地に水田を開き生
活基盤とした集落と見られ、黒曜石製の剝片石器を多用する特徴がある。
　以上の集落・墓地は中期にも継続する。Fig．５２では前期に比べると遺構の数が少なく見えるが、貯
蔵穴の一部は中期初頭まで継続する。中期遺構は円形住居４、弧状の溝・土坑のほか、木棺墓を継続
する形で甕棺墓が同じ場所に営まれている。これらの遺構は中期前葉までにおさまり、次の中期中葉
には集落・墓地とも廃絶している。Ａ区に弥生時代後期とみられる土坑がひとつあるが、以後は古墳
時代前期に至るまで遺構は皆無に近く、南北に隣接する那珂遺跡群や遅れて井尻Ｂ遺跡にこの時期の
遺構が盛行することと好対照をなしている。
古墳時代前期（Fig．５２・５４）
　集落遺構はＦ区南半部で竪穴住居４棟を検出した。いずれも方形住居である。これに対応する埋葬
遺構として、北端のＥ区・Ｃ区で計３基の方形周溝墓を確認した。南側のSD－３００６は溝の内法で東
西１１ｍ、南北推定１２ｍを測り、北側のSD－５００１も溝幅から同程度の規模と考えられる。西のSD－
３０２８は南北内法８．３ｍで一回り以上小さい。主体部はいずれも調査区外にある。また、SD－３０２８の南
で石棺墓を確認しており、周溝墓と同時期の可能性が考えられる。集落からこれらの墓群まで６０ｍ離
れているが、調査区が細長いため、この間の遺構の有無については今後の調査に期待するほかない。
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また、竪穴住居から南へ約１００ｍ離れたＡ区・Ｉ区では列状の土坑群を検出している。土壙墓の可能
性も考えられるが、底面が傾斜するなど墓とは見なし難い遺構が含まれており、一帯に木根状の小
ピットが多いことから森林のけもの道に仕掛けられた落とし穴の可能性を考えた。更なる検討を要す
る。この他、Ａ区・Ｉ区では井戸状の深い土坑を検出している。
古墳時代後期～古代（Fig．５２）
　古墳時代後期の遺構には、Ａ区検出の古墳周溝とみられる６世紀末の弧状溝がある。径１０～１２ｍの
円墳とみられ、近くに同時期の東西方向の溝１条と方形竪穴住居１棟がある。その他、北端のＥ区で
土坑２基を確認したが、全体的に見てこの時期の遺構・遺物は極めて少ない。
　奈良時代の遺構にはＢ区とＦ区東端で確認した溝がある。幅２～２．５ｍ、深さ０．９～１．３ｍの断面逆
台形ないしＶ字形をなし、Ｂ区では掘り直しの痕跡を確認している。ふたつの溝は連続すると考えら
れる位置関係にあり、磁北から４°東の方向に直線的に伸びていくと予想される。７世紀後半から８
世紀代の遺物が出土した。古代の遺構には、他に奈良時代ではＨ区の井戸、平安時代のものとしてＣ
区の土壙墓、Ａ区の土坑があるが、古墳時代後期に続いて遺構は希薄であると言えよう。
中世（Fig．５３）
　中世の遺構は、前半期（１３～１４世紀）の遺構群と、後半期（１５～１６世紀）の遺構群に２大別される。
前半期の遺構には、Ｆ区南半に検出した浅い溝２条と土坑、Ｈ区の井戸、Ａ区・Ｉ区で検出した溝・
土坑・掘立柱建物などがある。出土遺物から１３世紀中頃～１４世紀前半頃を中心としよう。
　中世後半期の遺構は、弥生時代遺構と並んで本調査の主要を占めるものである。北半のＣ区・Ｅ
区・Ｆ区・Ｇ区では、台地縁辺を巡る環溝（SD－６０１０）、陸橋を有する堀（SD－６０４０）、その陸橋へ
入っていく浅い溝などを検出しており、第１５次調査においてもその延長を確認している。環溝はＦ区
南半に直角に曲がるコーナー部があり、北はＥ区を越えて更に台地縁辺に沿って伸びていき、延長７７
ｍ以上に達する。他方、コーナーから東へはＧ区を経て更に東へ伸びる。このコーナーの南には幅
４．７ｍの陸橋を置いて、断面逆台形の大溝（堀）が掘られており、陸橋に向かって切り合う２条の浅
い溝が南から東へ折れながら入っていく。この切り合う浅い溝は道路痕跡と考えられ、Fig．５３の昭和
初期の旧地形図においても、この部分が引き続き道路として残っていたことが分かる。この道路の東
側は４０ｍほど伸びたところで北に折れ、台地状の高まりの裾に沿って伸びているが、地元の古老によ
ると、この道路は五十川から曰佐方面へ行く通学路であったと言い、切り通しの崖面には甕棺が多数
露出していたらしい。ともあれ環溝もおそらくこの道の北側に沿って伸びて行くと考えられ、台地状
高まりの縁を取り囲むように巡らされていた可能性が高い。他方、南半のＡ区・Ｂ区・Ｄ区・Ｈ区で
も中世後半の溝を検出した。これらは南北、あるいは東西に縦横に伸びているが、旧地形図に対比さ
せれば、Ｈ区の溝（SD－８０１０）を除いて台地縁を巡る溝であることが分かる。SD－８０１０は台地上を
東西に走る溝と思われ、埋没後に道路へと変えられた可能性がある。
　特に北半部の中世後半期の遺構群は明らかに室町時代から戦国時代の居館に関連すると考えられる。
既に他の五十川遺跡の報告書でも述べられているように、１５～１６世紀には大内・大友氏の家臣団の知
行地との関連が考えられるが、最も問題となるのは遺構の詳細な帰属時期である。最も土量の多い堀
状の大溝SD－６０４０でコンテナ５箱、環溝SD－６０１０でコンテナ３箱の遺物が出土したが、大半は弥生
時代前期～中世前半期の遺物で占められ、数点の明代青磁や青花、朝鮮陶器の小片から１６世紀代に位
置付けているに過ぎない。湾岸部の博多遺跡群などに比べ、出土遺物が極端に少ないことが中世後半
期の五十川遺跡の特質とも言えるが、これらの遺構の細かい時期比定は文字資料の出土を待つか、あ
るいは考古学的手法以外の手段を用いなければ困難かもしれない。
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